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高 体 連 マ ー ク
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シンボルマーク

このマークは、若人の力と技と明朗な精神を表徴するもの

である。

マークを構成している三つのKは、次の ドイツ語の頭文字

をとったもので、若人の情熱を示す紅色によつて浮き出され、

高体連のシンボルマークとされている。

KRAFT  KUIN S■ ｀  :KLARHEIT
力      技      明朗な精神

競技は力であり、進歩は技の錬磨にまつ、競技者はこれを

つつむ明朗な精神をもってせねばならない。

躍動する若人の姿を、岐阜(GIFU)の『 G』 を基本とし、
自然豊かな岐阜県の『山』を緑色で、『川』を水色で表現して

います。

また、『山』と『川』の接点からは、未来へ向かって歩む若

者の『輪・和』をイメージしています。

作 者  国 江 る い (県立岐阜工業高等学校)

も  ヽ`
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全国から集まった選手が 「日本の真ん中」であり、歴史あ

る岐阜の地から、新時代 21世紀に向かって、高校総体の新
たな 1ページを作り上げてくれることを願って表現しました。

作 者  島 田 博 明 (県立恵那高等学校)

スローガンを見たとき「夢」のある言葉だと思い、そのイ

メージが一層広がるように力を込めて書きました。

作品を見た人が「希望」と「感動」を感 じていただけたら

とても嬉 しく思います。

書 体  河 合 咲 子 (県立岐阜女子商業高等学校)
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大 会 愛 称 2000年 岐阜総体
表紙のイラスト作品

熊 沢 夏 恵 (県立各務原高等学校)
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あ い さ つ

岐阜県高等学校体育連盟

会 長 衣 斐 基 夫

平成12年度全国高等学校総合体育大会「2000年岐阜総体」は、全国各地から選手・

役員など多数の大会関係者をお迎えし、 8月 1日 の総合開会式から同24日 の登山競

技まで「切り開け岐阜から未来の 1ペ ージ」のスローガンのもと、岐阜県内33市町

村及び愛知県蒲郡市で28競技の熱戦が展開されました。

全国の厳しい予選を勝ち抜かれた21世紀を担う精鋭が、若さあふれるプレーで数々

のドラマと深い感動を残し、盛会のうちに無事終了することができました。

これもひとえに岐阜県、愛知県、岐阜県教育委員会、愛知県教育委員会、会場地

市町村をはじめ関係機関 。団体及び県民の皆様の温かい御支援と御協力の賜物であ

り、心から感謝いたしますとともに厚く御礼申し上げます。

本大会に参加されました選手の皆さんは、連日の猛暑の中、日頃から鍛え抜かれ

た力と技を存分に発揮し、さわやかな喜びと充実感を味わい、全国の仲間との交流

の輪を深められたことと思います。

また、地元高校生が「高校生一人一役」を合い言葉に「2000年岐阜総体」の成功

のために積極的な活動を展開し、大会を側面からしっかりと支えてくれました。生

徒たちにとっても、この貴重な体験は、今後の高校生活において大きな自信となり、

新しい世紀を担うたくましい若者に育つものと確信しております。

岐阜県高等学校体育連盟といたしましても、この大会で得た貴重な経験を生かし、

高等学校体育・スポーツ活動の発展に一層努力していく所存であります。

終わりに、本大会の開催に御尽力いただきました関係の皆様に、重ねて御礼申し

上げますとともに、今後とも一層の御指導と御支援を賜りますようお願い申し上げ

まして、ごあいさつといたします。
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あ い さ つ
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平成12年度全国高等学校総合体育大会

各務原市実行委員会会長

各務原市長 森    真
「切り開け 岐阜から未来の 1ページ」の大会スローガンのもと、全国各地か

ら多数の選手 。監督並びに役員の皆様方を「おしゃれでアクティブ 快適産業都市

かかみがはら」にお迎えし開催された、平成12年度全国高等学校総合体育大会

(2000年岐阜総体)のバドミントン競技大会は、すばらしいプレーの連続と数多く

のドラマを生み、感動と感激を残し、成功裡のうちに終了することができました。

これもひとえに、全国高等学校体育連盟バドミントン専門部をはじめ関係競技団

体など、本大会の成功に向けて多大なご尽力をいただきました関係者の熱意と多大

なる市民のご支援の賜物であり、心から感謝申し上げます。

選手の皆様は、母校の栄誉と郷土の誇りを担って、連日猛暑の中、高校生らしい

純粋でさわやかな態度で、日頃の練習で培った力と技を遺憾なく発揮され、観戦さ

れた多くの人々に深い感銘と感動を与えてくれました。

また、この高校総体は自分たちの大会であるという認識のもと「一人一役」を合

い言葉に、多くの高校生の方々には、それぞれの分野で一生懸命大会運営を陰で支

えていただきました。この活躍は、決して出場選手に劣らぬものであり、青春の思

い出の 1ペ ージを飾るにふさわしい内容であると思っております。

さらに、華やかな大会の陰で大会運営を支えていただいた多くの競技 。運営役員

の皆様にも厚くお礼申し上げます。

本市といたしましては、平成12年度全国高校総体で得られた感動や感激を市民の

思い出として残し、将来へのエネルギーとするとともに、この大会を契機として、

今まで以上に地域スポーッや生涯スポーツの振興に生かして参りたいと存じますの

で、今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げごあいさつと

いたします。
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文 部 大 臣 杯 (財)日本バドミントン協会優勝旗

全国高等学校体育連盟会長杯   全国高等学校体育連盟準優勝盾
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女 子 学 校 対 抗 優 勝・準 優 勝
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(財)日本バドミントン協会優勝旗

全国高等学校体育連盟会長杯   全国高等学校体育連盟準優勝盾
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女 子 発 フ L癸 優 勝・準 優 勝

ダブルス優勝

ダブルス準優勝

シングルス優勝
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優勝おめでとう!

女子シングルス
(刺  品/=山県・高岡龍谷高校 )

男子学校対抗
(関東第一高校/東京都)
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大会準備

高校生による啓発活動 (桜まつり)
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「歓迎袋」袋詰め作業 高校生による啓発活動 (健康のつどい)
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岐阜県高等学校体育連盟
′ヽ ドミントン専門部長/西脇弘宣

大会委員長あいさつ
全国高等学校体育連盟
バ ドミントン専門部長/保坂和也

開会宣言
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激励のことば
岐阜県バ トミントン協会会長
大竹健司

歓迎のことば
岐阜県立各務原高校
河合雅俊
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プラスバンド(岐阜県立各務原西高校 )

選手宣誓 (縄田浩幸・大橋真理子選手/
岐阜県立岐阜商業高校)

学校対抗 10年連続出場校表彰
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歓,1'ア ーチ (各務原市総合体育館)
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表彰式

表彰 保坂和也
(全国高体連バ トミントン専門部長)

表彰 遠丼稔男
((財 )日本バトミントン協会専務理事)

成績発表 伊佐山正和
(全国高体連バドミントン専門部 副部長)

佐 藤 翻 治

壼■・羹■■―

¬フ

．ｔ
ゞ

⑪ ● ●

学校バトミ

ヽ .

■

選手入場

… … … … …

…
…

佐々入

メダル授与 メダル授与
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個人対抗ダブルス表彰 (女子)
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口
王
■
■日△

〓
大

種 別 月   日 内 容 場 所 開始時刻

△

`
議

7月 30日 (日 ) 常任委員会 ホテノ″レートイン各務原 会議室 14:00

7月 31日 (月 )

専門部長・委員長会議 各務原市中央公民館 大会議室 10:00

監督会議 各務原市文化ホール 13:(Ю

8月 1日 (火 )

世界イベント村ぎふ長良川競技場 10:29

各務原市民会館 14:15

競 技 8月 2日 (水 )
学校対抗

1回戦～ 3回戦

【男子】
各務原市総合体育館

各務原高校体育館

蘇原中学校体育館

【女子】

東海女子大学体育館

東海女子短期大学体育館

岐阜女子商業高校体育館

競 技

表 彰
8月 3日 (木 )

学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

【男子・女子】
各務原市総合体育館

9:00

競 技

8月 4日 (釜D

【男子】
各務原市総合体育館

各務原高校体育館

蘇原中学校体育館

【女子】

東海女子大学体育館

東海女子短期大学体育館

岐阜女子商業高校体育館

8月 5日 (土)
個人対抗 シングルス
1回戦～準々決勝

【男子】

各務原市総合体育館

各務原高校体育館

蘇原中学校体育館

【女子】

東海女子大学体育館

東海女子短期大学体育館

岐阜女子商業高校体育館

9:00

競 技

表 彰

閉会式

個人対抗 ダブルス
シングルス

準決勝～決勝

個人対抗表彰式
バ ドミントン競技閉会式

【男子・女子】
各務原市総合体育館
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開会式

総合開会式

バドミントン競技開会式

9:00

個人対抗 ダブルス
1回戦～準々決勝

9:00

8月 6日 (日 ) 9:00



― ←

コEヽ .
⌒

==

14:15～月 1日 (火 )
館

８
△
バ

年

民
２
市
１
原

成
務
平
各

日
場

第次

期

会

式

１

２

３

時刻 (所要時間 :分 ) 次 第 登   壇   者 備   考

1 13: 15・ヽ́14:05 選 手 着 席

2 14:10 来賓 。大会役員着席 準備完了確認

3 1 4 1 0 ( 1 ) 開 式 通 告

4 14: 16 (10) 出 場 チ ー ム 紹 介 スライ ド使用

5 14:26(1) 大 会 副 委 員 長 フ ァ ン フ ァー レ

6 14 : 27 (2) 国 旗 掲 揚 君が代

7 14,29(10) 優勝杯・優勝旗返還 大会委員長・(財 )日 バ協会 得賞歌

8 14 : 39 (2) 大会会長 あい さつ 大
△
‐

Zヽ
アヽ
E
,て

9 14:41(2) 大 会 委 員 長

10 14:43 (2)

(3)

歓 迎 の こ と ば 各 務 原 市 長

生 徒 代 表

ll 141 48 (2) 激 励 の こ と ば 岐阜県バ`ミントン協会会長

14 : 50 (2) 選 手 宣 誓 大会委員長・選手代表 フ ァンフ ァー レ

13 14 : 52 (5) 大 会 委 員 長 得賞歌

14 14 1 57 (3) 感 謝 状 贈 呈 (財)日 本ハ
゛
卜
・ミントン協会 得賞歌

15 15:00(1) 閉 式 通 告 フ ァ ン フ ァー レ

16 15:01 監 督 ・ 選 手 退 場 BGM

4 要
(1

２

３

４

領
学

ｌ
①

賜
宣

監

校対抗出場校及び個人対抗出場者の受付 (監督・コーチ・選手)は、13:15～ 14:00に

階ロビーで次の 8地区に分けて行う。
北海道・東北 ②関東 ③北信越 ④東海 ⑤近畿 ⑥中国 ⑦四国 ③九州
杯返還者及び学校対抗に出場する選手は、14:00ま でに指定された席に着席をする。

誓者は、壇上に登り宣誓する。

督 。選手等の荷物は、各学校で管理すること。
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フ ァンフ ァー レ

曰目   △   を   ‐

lラ
.:.1              

■:[::i:              」:::1_              F:::

大会委員長あいさつ

12

10年連続出場校表彰

F同
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学 校 対 抗 表 彰 式

平成 12年 8月 3日 (木)競技終了後 (16:30～  予定)
各務原市総合体育館

4 要 領
表彰はすべてフロアーで行 う。

優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行 う。第 3位校の表彰は、男女別に 2校同時に行 う。
被表彰者は16:20(表彰式開始10分前)ま でに選手集合所 (サブアリーナ)に集合する。

その他、詳細は 「式典業務必携」参照。

イ固 メ、奏」
‐1売渇餞1摯多:=」こ 日目 :壬≒ =t

平成 12年 8月 6日 (日 )競技終了後 (13:30～
各務原市総合体育館

予定)

時刻 (所要時刻 :分 ) 次 第 登   壇   者 備   考
13 : 20 来賓・大会役員着席

，

一 13:30(1) 開  式  通 」= フ ァ ン フ ァー レ
０

） 13:31(2) 監 督 ・ 選 手 入 場 行進曲

4 13 : 33 (2) 成 績 発 表 競 技 役 員 長
に
Э 13135(15) 表 彰 授 与

ヨ
`つ 得賞歌

6 13 : 50 (2) 大会委員長あいさつ 大
∠ゝ
7ヽ 委  員  長

ワ

‘ 13152(1) 開 催 地 あ い さつ 各 務 原 市 代 表
０
０ 13:53(1) 国 旗 降 納 君が代
Ｑ

υ 13:54(1) 閉
△
アヽ 宣  言 大 △

アヽ 副 委 員 長 フ ァンフ ァー レ
10 13:55(1) 閉  式  通 」ニ

11 13 : 56 監 督 ・ 選 手 退 場 行進曲

4 要 領
(1)表彰はすべてフロアーで行う。
(2)男子シングルス・女子シンク・ルス・男子夕

°
グルス・女子夕'デルスの順で、優勝者、準優勝者、第 3位の

4名 (4組)を順に表彰する。
(3)被表彰者は13:20(表彰式開始10分前)ま でに選手集合所 (サブアリーナ)に集合する。
その他、詳細は 「式典業務必携」参照。

日
場

第次

期
会

式

１

２

３

日

場

第次

期

会

式

１
＾

，
一

（
●

時刻 (所要時刻三分) 次 第 登   壇   者 備   考
16 : 20 来賓 。大会役員着席

，

一 16:30(1) 開 式 通 告 77Y77-V
（
６ 16:31(2) 監 督 ・ 選 手 入 場 行進曲
４

． 16 : 33 (2) 成 績 発 表 競 技 役 員 長
ｂ̈ 16:35(15) 表 彰 授 与 者 得賞歌
´
ｂ 16:50(1) 閉 式 通 告 フ ァン フ ァー レ
７

・ 16:51 監 督 ・ 選 手 退 場 行進曲
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競 技 成 績 一 覧 表

競技種目 順位 被 表 彰 者 (校)名 都道府県名

学校対抗

男 子

1 関東第一高等学校 東京都

2 埼玉栄高等学校 埼玉県

3
柏原高等学校 大阪府

延暦寺学園比叡山高等学校 滋賀県

学校対抗

女 子

1 滋賀県

2 富山県立高岡西高等学校 富山県

3
埼玉栄高等学校 埼玉県

岐阜県立岐阜商業高等学校

個人対抗

男子ダブルス

1 東京都

2 劉  志遠・川口 佳介  (高岡工芸高等学校) 富山県

3
米  隆夫・平田 典靖  (高岡工芸高等学校) 富山県

新開 裕介・伊藤 博哲  (此花学院高等学校) 大阪府

個人対抗

女子ダブルス

1 楊  議琳・廣瀬栄理子  (青森山田高等学校 ) 青森県

2 下野 鈴佳・小椋久美子  (四天王寺高等学校) 大阪府

3

高橋 晴香・波多野友美  (富士見丘高等学校) 神奈川県

加賀 裕美・西村木綿香  (金沢向陽高等学校) 石川県

個人対抗

男子シングルス

佐 藤 翔 治  (関東第一高等学校) 東京都

2 佐々木   翔  (関東第一高等学校) 東京都

3
川 前 直 樹  (柏原高等学校) 大阪府

榎 本 良 永  (延暦寺学園比叡山高等学校) 滋賀県

個人対抗

女子シングルス

1 刈 晶  (高岡龍谷高等学校) 富山県

2 多 谷 郁 恵  (滋賀女子高等学校) 滋賀県

3
楊   議 琳  (青森山田高等学校) 青森県

廣 瀬 栄理子  (青森山田高等学校) 青森県
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滋賀女子高等学校

岐阜県

佐藤 翔治・佐々木 翔  (関東第一高等学校)

1



男子学校対抗 組合せ表 (B丁-49)

.,

関

佐

高

大

横

,黍

東  第

世 保

知  商

手  工

◎

“

i)

1,

34

2

26(〔〕|)

◎
10

◎

一 (東京)1

1ヒ (長山奇) 2

業 (高 知)3

東 (島根)4

業 (秋 田)5

上 (奈良)6

③ 3

26延暦寺学園比叡山

27桐 生 市 立 商 業

28城     東

29北 海道旭川工業

30佐     賀     北

(滋賀 )

(群馬 )

(徳島 )

(北北海道)

(佐賀 )

③ l

1

③
38

◎

tD

0

11

19

21

l

③  ①
27

29(1)

32

16

金 沢 市 立 工 業

県 立 岐 阜 商 業

甲 府 商 業

糸      満

長 野 商 業

柳 井 工 業

青 森 山 田

常 総 学 院

米 子 商 業

帝 京 安 積

鹿 児 島 商 業

新      宮

暁

柏      原

福岡大学附属大濠

新  居  浜  東

勝      山

千 葉 敬  愛

(石 川)7

(岐阜 )8

(山 梨)9

(沖 縄 )10

(長 野 )11

(山 口 )12

(青森 )13

(茨 城 )14

(鳥 取 )15

(福 島 )16

(鹿児島)17

(和歌山)18

(三 重 )19

(大 阪 )20

(福 岡 )21

(愛 媛 )22

(福 井 )23

(千 葉 )24

3

.,

4

b

9

4 44

(D

4
47 (o)

28(3)

12

3

.,

13

35 39

40

◎

◎

①

3

6

(3)24

8

◎

◎ 23

1

3

30(1)

14

3

t

15

31②

.`

○

36

◎

4 45

O
.3

3

41

③

3

1,

17

33②
◎

札 幌 第 一 (南北海道)25

① 25

37
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3

3

C

31鶯      谷 (岐阜 )

32高  岡 工  芸 (富山 )

33別 府 鶴 見 丘 (大分 )

34伊      東 (静岡 )

35作 新学 院高等部 (栃木 )

36安   佐   北 (広 島 )

37前      沢 (岩手 )

38高 松 商 業 (香川 )

39日 本 大 学 山 形 (山形 )

40宮  崎  工  業 (宮崎 )

41西   乙  訓 (京都 )

42元   石   川 (神奈川)

43水  島 工  業 (岡 山 )

44埼   玉   栄 (埼玉 )

45向      陽 (愛知 )

46官 城 県 工 業 (宮城 )

47神 戸 村 野 工 業 (兵庫 )

48北      越 (新潟 )

49八   代   東 (熊 本 )



九州国際大学付属 (福 岡)1,

長  野  商  業 (長野)2.

松  江  商 業 (島根)3

新  居  浜  西 (愛媛)4

若 松  女  子 (福 島)5

西   乙  訓 (京都)6

日 本 橋 女 学 館 (東京)7

鈴  峯 女  子 (広 島)8

奈 良 市 立 一 条 (奈良)9

前      沢 (岩手)10

前   橋   東 (群馬 )11

鹿   児   島 (鹿児島)12

県 立 岐 阜 商 業 (岐阜 )13

ォし  幌  静  修 (南北海道)14

新  潟 青  陵 (新潟)15

富 士 見 丘 (神奈川)16

女子学校対抗 組合せ表 (GT-49)

③ ③
26埼

27糸

28;析

29青  森

30山  陽

工

31多  治  見 西 (岐阜 )

32市  15 学  園 (愛知 )

33園  田 学  園 (兵庫 )

34西 武 台 千 葉 (千葉 )

35八代 白百合学園 (熊本 )

36勝      山 (福井 )

37香  川1 中 央 (香川 )

38昭  和  女  子 (大分 )

39安      芸 (高知 )

40山 形 城 北 女 子 (山形 )

41伊      東 (静岡 )

42真  岡 女  子 (栃木 )

43滋  賀 女 子 (滋賀 )

44旭  ,|1 実 業 (北北海道)

45佐  賀 女  子 (佐賀 )

46   境    (鳥 取 )

47甲  府  商  業 (山 梨 )

48羽      後 (秋 田 )

.49金 沢 向 陽 (石川 )

③ l
③

34

26 3

◎
10

③
38

栄 (埼 玉 )

満 (沖縄 )

宮 (和歌山)

山 田 (青森 )

女  子 (岡 山 )

◎

21

l

①

0

3

4

②
2

◎ 19
1 ◎

3 42

ll

ヽ
ク
´
ヽ

27

44

①

Ｃ

②
(」)20

◎
②

39

40

12

③
3

③

②

① 0
13

29(5)

30(3)

◎
14

②

15

31

③

①

②
0

6

7

0

① 0

暁

城      東

鶴鳴学園長崎女子

聖 ウルス ラ学 院

宮  崎  商  業

四 天 王 寺

土 浦 第 二

月ヒ     ヨ巳|     」ヒ

高   岡  西

(三 重)17

(徳 島)18

(長崎)19

(宮城 )20

(宮崎 )21

(大阪)22

(茨城 )23

(山 口)24

(富山)25

① 23

①

8

O
36

②

37

43 45
0 ①

①
32①

16

41
◎
③

9

② 2

17

33①
①

③○

③
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男子個人対抗 ダブルス 組合せ表(BD-98)

佐藤翔治・佐々

谷 耕平・岡田
笹倉良太・北村

磯永一哉.本 田

松田卓也・福澤

近藤聖己・加藤

林 哲次・三原
車 淳史・横山
上原一平・福島

久保田陽亮。前田

本堀修平・山浦

山中浩紀・中山

山口寿希郎・加藤

佐藤寛倫・西村

磯部泰輝・染谷

前原清―廉谷

上水仲二・森

伊勢友彦・泉

川上大輔・黒川

川元亮太・清野

金子翔悟・新本

後藤洋介・中居

諸熊圭一・田中

山縣真也・石渡

川前直樹・諸多

松尾孝也・古川

橋本和哉・遠藤

笹岡隼人.川 村

秋山裕樹・石井

川崎功貴.中 島

新宅地塩・田村

木翔(東 京・関東第一)1
昴之(徳 島・城  東)2
勇輔(奈 良・奈良市立―条)3
智章(岡 山・水島工業)4
慶也(大 分・別府鶴見丘)5
聡知{新 潟.北  越)6
将平(山 形,日本大学山形)7
康博(石 りII・ 全沢市立I柔)8
哲也{兵 庫.東 播磨)9
敬一(岩 手,前  沢)10
尚仁(福 岡硼 麟川樋)11
満明{埼 玉・上  尾)12
康太(愛 知.岡崎城西)13
祥一(愛 媛・新居浜東)14
尚志(茨 城.常総学院)15
新平(鹿児島・鹿児島商剰 16

陽祐(長 野.長野商業)17
昌貴(秋 田・横手工業)18

50守 田 喬・斎藤大吾(福 両・九州国際大学付属)
51笹 原洋平・重元徹彦(広 島・広島国際学院)

52山 田府太.塩 野勇太(山 梨・東献学甲府)

53尾 形 工・伊従聡一(岩 手.前  沢)
54清 水 貢.谷 川晃一(愛 媛・新居浜東)
55榎 本良永・山口公洋(滋 賀.L暦誓日比叡山)

56尾 崎弘一.市 村純―(静 岡.伊  東)
57小 宮山元・門倉隼人(神奈‖・元 石 川)

58神 村 大・吉原光一(長 野・長野商業)
59丸 山勇樹.上 原 則(沖 縄・糸  満)
60衛 藤 彰・高田健輔(兵 庫・加古川東)
61竹 村 純・谷平裕二(北北海道.旭川工業)
62鈴 木知道.佐 木々秀一(宮 城・宮城県工業)

63谷 日範行.山 口 航(宮 崎.宮崎工業)
64山 中英路.奥 田真彦(三 重・津 工 業)

65森   啓・岩村 拡(高 菊・土  佐)
66別 井一彦.山 本雅史(栃 木・作孵鵬報 )

67劉  志遠・川日佳介(富 山・高岡I芸 )

68大 西 誠・杉岡智裕1岐 阜・岐阜工業)
69中 谷昌弘.藤 本章芳(奈 良・奈飾 i一条)

70佐 藤貴是・佐藤智道(福 島・帝京安積)

71田 中崇大・竹中直志(鳥 取・倉吉工業)

72吉 村知久・山下敬祐{佐 賀・唐津工業)

73会澤真之介・斉藤元伸(埼 玉・埼 玉栄)

74岩 脇峰生・西浦和広(青 森・青森山田)

75小 池孝幸・古谷野直幸(群 馬・桐生市立商業)

76江 田直樹.浅 原勝匡(山 口・下関中央珠 )

77佐 竹 希̈・平野雅和{香 川・坂出工業)

78池 永 智.吉 田 翔{大 分.日 田林工)
79本 問裕樹・川上正志{新 潟・北  越)

80新 開裕介.伊 藤博哲(大 阪・此花学院)

81神 尾 聡.石 川竜美(山 形・新 庄 北)
82小 野慶彦.古川浩太郎(愛 知・岡崎城西)

83月 元優希.池 田雄―(東 京・関東第一)

84筒 井慎哉,三 原 亙(島 根・大  東)
85長 井祐一郎.森 田徹也(鹿児島・鹿児島商業)

86佐 伯浩一・麻生将豊(岡 山・水島工業)

87廣 部好輝.堀 田敏史(福 井・藤  島)
88田 中政臣.植 竹純平(千 葉・千葉敬愛)

89数 野 誠・山崎責央(京 都・京都両洋)
90林 田昌也・中村善之(長 崎・壊  浦)
91縄 田浩幸・山田浩二(岐 阜.県立崚阜商業)

92左 村正和・宮崎晃平(熊 本.八 代 東)

93正 木智也・今村俊之(徳 島・徳島商業)

94小 林紀史.藤 井拓海(石 川・金沢市立I棄 )

95藤 田 睦.渡 邊 章(秋 田珈 撤大学‖属)
96古 平和行・寺西頼太(和歌止・新宮商業)

97大 田洋輝・長田 烈(南北随・札 幌 南)
98槙 野責行・菊田 学(茨 城・常総学院)
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裕也1島 根,大  東)
大輔(luヒ海道・帯広大谷)

道太(群 馬.明照学□樹徳)

聖(岐 阜.県立岐阜商業)

啓輔(佐 賀.唐 津南)

啓(山 口.下関中央I業 )

大輔(大 阪.柏  原)
貴士1岐 阜.県立崚阜商業)

博昭(福 島・帝京安積)

晃召(高 知・高知商業)

秀典(千 葉・西武台千葉)29

康博{宮 崎.宮崎工業)30
隆志(広 島・安佐北)31
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鉦 佳平・長原克博(青 森・青森山田)
松村龍司・雨宮 智(山 梨.日  川)
米 隆夫・平田典靖(富 」1.高岡工芸)
藤巻光善・伊藤政英(静 岡.星  陵)
玉城英臣・上原勇樹(沖 縄.豊見城南)

亀井 直・石島英一郎(京 都.西 乙訓)
竹川慶二.天 野真―(香 j‖・高松商業)

秋山 裕・畑山辰徳(官 城・官城県工業)
山澤光雄・本デ晃博(福 井・勝  山)
関野有起・斉藤悠太(栃 木・作孵鵬犠)

北 智文・谷日宏紀(和歌山・星  林)
武田大助.長 野 浩(熊 本.八 代東)
官門良大.村 上真城(三 重. 暁 )
矢倉 智・本池拓也(鳥 取.米子商業)
森澤 駿・銭谷公浩(滋 賀・L唇讐固比叡山)
田中悠也・本山正大(長 崎・創 成館)
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女子個人対抗 ダブルス 組合せ表 (GD-98)

佐野志緒襲金上路子(宮 城・勁ルスラ報)1
清水陽子・綿引悠責(茨 城・常総学院)2
松村有美・真栄田直子(兵 庫・園田学固)3
志賀仁恵.大 道美妃(熊 本・熊本中蚊子)4
柏野則子・三木彩恵子(岡 山.山陽女子)5
加賀裕美.西村木綿香(石 川,金沢向陽)6
久次米美季・蔭山真理(徳、島.城  東)7
川戸和子.典儀泰子(愛 知.大  府)8
近藤裕子.北 出順子(鳥 取.米 子東)9
日高麻衣.小八重杏香(宮 崎.宮崎商業)10
今村智美.雨 宮智江(山 梨・甲府商業)11
畑亜貴代.梅 田佳奈(福 井・足 羽)12
小野麻衣子・岩島恵里子(南北海道・札幌静修)13
川島 彩・西川夏紀(滋 賀・滋賀女子)14
竹本晴加・保代麻衣(青森・千葉学園)15
國仲 翠.浜本まり子(沖 縄・糸  満)16
吉田記代江・西日裕美(栃木・宇都宮南)17
宇多村紀子.土 田夏絵(山 口・山  口)18
大橋真理子・後藤 愛(岐 阜・県並阜商業)19
小演祐加.大 野景子(新 潟・新潟青陵)20
小野寺玲奈.那須抄子(岩手.前  沢)21
佐 野々梨絵.小 森美希(長 崎.長崎女子)22
河原真理子.野日あすか(愛 媛.新居浜西)23
藤田倫子・木村ゆかり(京 都.西 乙訓)24
杉山仁美.陳  暁椰(埼 玉.本庄第一)25
林 裕佳.脇 田 侑(岐 阜.県立婢商業)26
福井晃子・堀田千世(北t髄 .旭川商業)27
梶谷梨奈,新 田 梢(島 根・松江商業)28
高橋明菜・坂本芽来(千 葉,東  葉)29
大西由華子・藤林佐和{奈 良.添  上)30
山田雅子・横尾尚子(佐 賀.佐賀女子)31

佐伯知佳・今井幸代{富 山・高岡西)32
濱日亜弓・藤原香苗(三 重.字治山田商柔)33
山田世志美・春田衣麻(福 岡.九州国際博付属)34
柿元麻里・矢田愛美{神奈||.大 和西)35
阿部可奈子・柴田加奈子(秋 田.羽  後)36
八尋麻依子・楠原麗民(香 川.香川中央)37
堀江知代.橋 本理香(広 島,鈴峯女子)38
倉満一美.北   彩(大 分・昭和女子)39
生駒 優.二河佳那江(和歌止・新 宮)40
村山加純.渡 邊陽子(高 知・土佐女子)41
斎藤真弓.水 野深雪(福 島・若松女子)42
朝倉麻耶.内 田知里(東 京・国学院久我山)43
金内えり.鈴 木千里(山 形・鶴岡工業)44
関さえ子.清 水梨沙(群馬・前橋東)45
尾崎貴子・小澤実早登(静 岡・静岡城北)46
安葉絵里花金蔵佐智子(鹿児計鹿児島)47
小林しおり,大 橋志保(長野・上田東)48
下野鈴佳・小椋久美子(大 阪・四天王寺)49
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50田 井紀子・梅津知恵(石 川・金沢向陽)

51山下かな子・中西佑季(香 川・香川中央)

52杉 山聖子・東風谷雪絵(福 島・自河 旭)

53岸 本奈生・仲本美鈴(沖 縄・糸  満)
54高 橋晴香・波多野友美(神奈∫|・富士見丘)

55吉岡久美子・南里麻見(大 阪・四條畷学園)

56平 山 愛・西塚 司(宮 城・聖,ルスラ報 )
57潮 田玲子・田村幸代(福 岡・九州国際大学付属)

58徳 留友美・横田真澄{東 京・日精女戦 )

59笹 島美樹・宮本明奈(奈 良・奈良市立一条)

60今 川喬子・森山理恵子{鳥 取・ 境 )
61陣 田佳奈・駒田亜矢子(三 重・ 暁 )
62広岡まり香・橋本明奈(埼 玉・埼 玉栄)

63布 目沙矢香・塩原美莱子(長 野・長野商業)

64川 村益美・千葉孝美(岩 手・前  沢)
65寺 西加奈・下澤なつみ(和歌1・新宮商業)

66森時真奈美・高野理沙(熊 本・A代艦 報)

67三浦ちひろ・福井早苗(1比籠・旭川実業)

68高 原由紀・緒方敬子(岡 山・山陽女子)

69川 浪 愛・田中良美(佐 賀・佐賀女子)
70本 間瑞穂・湯田英理(新 潟.新潟青陵)

71進 藤美佳・後藤 舞(岐 阜・県立岐阜商業)
72清 水玲奈・皆川由梨(群 馬・前橋東)

73真 鍋絵理・佐 木々善江(愛 媛・新居浜西)

74赤 尾亜希・服部麻衣(大 分・昭和女子)

75手塚文子・安達友里(栃 木・真岡女子)

76赤 松由梨・川利恵子(兵 庫・園田学園)

77杉 山依子・益田沙央理(静 岡・静岡女子)

78吉 岡未希・小櫻紗織(富 山・高 岡西)

79中村貴美子・西村郁美(山 口・中村女子)
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多谷郁恵・早川由希子(滋 賀・滋賀女子)

横田陽子・羽里麻夏(徳 島・城  東)
三井由有理・飯島春奈(山 梨・甲府商業)

東海林和佳・松田仁美(山 形・山本学園)

百丸 ネL・吉田真依子(宮 崎・宮崎商業)
修田真恵・三品万里子(劇ヒ海道・札幌静修)

楊 誨琳・廣瀬栄理子(青 森・青森山田)
久保美紀子・増田真代 (福 井.勝  山)
黒崎真里・林亜希子(島 根.松江商業)

上山さやか小磯美枝 (廃児島・鹿 児 島)

石塚桃子・木村早紀 (茨 城 .常総学院)

田中智子・寺戸友美(岐 阜・県立岐阜商業)

水谷理花・水野奈保{愛 知・市申5学園)

若松奈織子・金田真由美1秋 田・能 代 西)

安村枝穂・岡崎優衣1広 島・広島桜が丘)

藤江啓子・北垣雅代 1京 都・西 乙 訓)

岡田真由美・岡戸陽子 |千 葉・西武台千葉)

小川真味・渡渦 渚1高 妊・安  芸)
松田友美・宇津早也香1長 崎・鵬籠贈婿)
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男子個人対抗 シングルス 組合せ表(BS-98)

50新 開

51笹 岡

52竹 中

53小宮山

54前 原

55鈴 木

56竹 ホ寸

57福 島

58斉藤

59吉 田

60高 井
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松村 龍司(山 梨,日    川
本間 裕樹(新 潟.北   越
長井祐一郎(鹿 児島・鹿児島商業

笹倉 良太(奈 良・奈良市立一条
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平成 12年度全国高等学校総合体育大会

全国高等学校バ ドミントン選手権大会選手等変更一覧

男子学校対抗

|  `

|_ヌ子学校対抗

男子個人対抗ダブルス・シングルス

女子個人対抗ダブルス・シングルス

<l'<l--)r'

マネーマネージャー

プログラム
ヘ ~ン 学 校 名 区分 変 更 前 変 更 後

I)94 唐   津   南 監督 久 富 光 祐 脇 山 初 美

ブログラム
ヘ ~し / 学 校 名 区分 変  更 1川 変 更 後

I)96 西    乙 」|| 監督 三 橋 利 彦 高 平 秀 輝

プログラム
ページ

学 校 名 区分 変 更 前 変 更 後

P91 横 手 工 業
マネ

選手

藤 原 尚 登

田 村   亨
田 村   亨
藤 原 尚 登

P92 関  東  第 選 手 酒 井 宏 治 西 峯 大 輔

P92 」ヒ 越

マネ

選手

選手

小 柳 翔 太
加 藤 聡 知

太 田 博 和

加 藤
′
lヽ  り,
竹 村

聡

翔

ネ羊

知

太
ユニ

P92 延暦寺学園比叡 111 コーチ 上  田 晋 也 吉 森 貴 規

P94 人   代   東
コーチ

マネ

選手

山

蒲

小

口 幸一郎
生 浩 司
辻 宏 倫

村

小

有

崎 孝 文
辻 宏 倫
田 祐 佑

P94 鹿 児 島 商 業
マネ

選手

柿 内
磯 辺

康

日召

平

之

磯 辺 昭 之

柿 内 康 平

P94 糸
.●
:

||ふ ,
マ ネ 永 山 龍 児 玉 城 佑

P94 県 立 岐 阜 商 業 マ ネ 横 井 宏 祈 大 塚 雅 也

プログラム
ヘ ~ン 学 校 名 区 分 変 更 前 変 更 後

Pl)5 西 武 口 千 葉 マ 不 柴  田 聡 美 佐 藤 真 由

Pl)6 新 潟 青 陵 コーチ 長谷川 咲 起 佐 藤 秀 夫

P96 勝 山
マネ

選手

柳 町 百 合

平 泉 亮 子

平 泉 亮 子
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P`)7 熊   毛   北 コーチ (な し) 棟 居 秀 行
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平成 12年度全国高等学校総合体育大会

全国高等学校バ ドミントン選手権大会プログラムの訂正等

女子学校対抗

ページ 区   分 訂 正 目|| 訂  正  後

P96 誤   字
(甲府商業 )

巧 刀   彩 功 刀   彩

P97 誤  字
(新居浜西 )

真 鍋 絵 里 真 鍋 絵 理

女子個人対抗ダブルス・シングルス

へ ~ン 区   分 訂  正  前 訂  正  後

l'46
P48
P97

誤  字
(新居浜西)

真 鍋 絵 里 真 鍋 絵 理

その他

へ ~ン 区  分 言T  正  前 訂  正  後

P106 誤  字
(第 49回 女複 2位 )

日 本 橋 女 学 院 日 本 橋 女 学 館
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男子 学校対抗戦 (B丁 )
準決勝

男子準決勝は 2連覇を |1指す第 1ン
~ドの関東第一と

それを阻正すべく勝利をねらう柏原の戦いとなった。

第 1単は諸多(柏原)が序盤4-0と リー ド、西峯も懸命

に追いつくが、安定したシヨットで諸多が9-5ま でリー

ドを広げる。そこから西峯のスマッシュが決まりだし12

-10と 逆転するが、西峯のミスが出てセティングの末諸

多が 1ゲームを取る。 lゲームを取られやや疲れを感じ

る西峯に対し、キレの良いショットで諸多がゲームを支

配 し15-5で 2ゲームロも勝利 した。

第 1複佐々本・佐藤の強力なスマッシュ攻撃に対し、

小瀬・増井のミスが llサち 1ゲーム Hは 15-3と 佐々木・

佐藤が圧勝、 2ゲーム 11も 小瀬・増田が ドライプ戦に何

とか持ち込み中盤追いつこうとするが.最後はスマッシ

ュを打ち切られる形で15-7と 関東第 ・が対戦を 1-1
とする。

第 2複は佐藤・池田がスマッシュと速い攻撃をしかけ

川前・阪 ドがレシープにまわる展開で始まった。前試合

で疲労の残る佐藤・池田だが、必死の攻めで 1ゲームは

15-8と 川前・阪 ドを振り切り勝利、 2ゲーム日になると

試合が逆転し、川前・阪下のレシープが冴え、佐藤・池田

を圧倒、 ミスを誘いゲームカウント1-1に持ち込む。
ファイナルゲームは気力の勝負となり、スマッシュの応

酬から―‐気に攻め込んだ佐藤・池田が15-9で接戦を勝ち

取った。

第 2単は左同志の戦いとなり、正確なショットの佐々

木に対しスマッシュカの吉川が挑む形となる。中盤は点

の取り合いになるが、地力に勝る佐々木が15-11で 1ゲ

ームロを取り 11■をかける。 2ゲームが始まると占川の

ジャンプスマッシュが冴え前半をリー ドするが、後半は

連続ポイントを許し佐々木が第 2単を勝利、 3対 1で関

東第
‐が決勝に連覇の夢をのせて進んだ。

S3ri

準決勝は準々決勝で高岡工芸高校に3-2と 競り勝っ

た比叡山高校と、 3回戦で第 2シー ドの人代東高校を、

準々決勝でも高松商業高校を3-0で破り初のベスト4
と準決勝進出となった埼玉栄高校の対戦となった。

準決勝は第 1シングルスと第 1ダブルスの並行試合と

なった。

第 1シ ングルス

第 1ゲームの序盤は2オールと出足は鈍った。その後、

森澤が6-2と

'1手

のミスを誘いリー ドした。なおも9-2

と‖|「の ミスで簡単に点数をとり優位に展開した。そし

て森澤が相手のスマッシュを簡単にレシープ、 ll-3と

し、続いてクロススマッシュを決め13-3と なり、相手

のミスとゲームポイントにカットで決めて15-3と した。

第 2ゲームの出だしは何度かのサービスオーバーが続

き競ったが、4-2と 森澤がリー ドした。 4オールと追い

つくと5-4と 加澤が逆転し、カットがネットインして粘

りはじめ9-4と までリー ドした。

その後、加澤のネットプレーのミスから9-6と 森澤が

追ぃっこうとしたが、加澤がカットを決め10-6と リー

ドした。 しかし、森澤も相手のヘアピンミスで10-10と

粘り森澤がスマッシュを決めll-10と 逆転した。

その後、加澤がネットで粘り11-11か ら12-11と 再逆

転し13-11と プッシュで決めた。加澤は逆をつくロプや

プッシュで14-11と なった。何度かサイ ドアウトがあっ

た後、森澤がスマッシュを決め14-14ま で迫いつきセテ

ィングとなり、森澤がヘアピンを決め16-14と マツチポ

イン トとなった。サービスオーバーの後、長いラリーの

末16-16と なり、続けて相手のヘアピンミスで加澤が

17-16で勝つた。

ファイナルゲームは森澤がスマッシュミスやネット、

クリアー ミスの多発で7-0と加澤がリー ド、その後もス

マッシュを決め12-1と なった。長いラリーからカット

を決め、相 手のミスもあリー気に14-2と なり、最後も

相 手のヘヤビンミスで15-2と 終了した。 (次頁
へ続く)

り
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第 1ダブルス

第 1ゲームの序盤、会澤・斉藤が着実な配球で5-0と リー ドし、その後も相手のミスを誘い7-0と なった。松川・細川

のバックやサイ ドアウトなどのミスで11-0と 大量リー ドした。 14-0か らサービスレシープをネットに引っかけ15-0

と会澤・斉藤が圧勝した。

2ゲームは序盤、気持ちを入れ替えた松川・細川はレシープで相手のコー トにノータッチを決め競ったが会澤・斉藤の

攻撃力が勝り5-2と し、その後も点数を重ね9-4と した。松川・細川が積極的なプレーでプッシュを決め11-9ま で迫い

つき、その後も粘り12-12と した。相手のミスから13-12と 松川・細川が逆転 したが互いに粘 り13オールとなった。

積極的な松川・細川は攻め、連続 してエースショットを決め15-13と 決めた。

ファイナルゲームの序盤は7-2と 会澤・斉藤がリー ドした。相手のミスで8-2でチェンジエン ドした。その後も9-3と

点を重ね、攻撃を主体にし15-3で簡単に試合を決めた。

第 2ダブルス

1ゲームロは勢いにのる堤・菊田は攻めて序盤5-0と リー ドしたが、榎本・山口もドライプ・プッシュ冴え9-5と 逆転じ

た。榎本・山日のスマッシュとレン~プが決まり14-8と なり、最後はあっけなく相手がサービスプレイクを出し15-8
で終わった。

2ゲームロは相手のミスで5-2と 堤・菊田がリー ドしたが、榎本・山llが攻めはじめ 9オールとなったが、榎本」 |口 の

攻撃が冴え15-9と あつさりと試合を決めた。

第 2シングルスの 1ゲームロはショー トサービスから展開した会澤が、5-1と リー ドしその後も、粘り強いヘアピン

が決まり8-1と リー ドした。銭谷もスマッシュが決まり始め9-5と なる。その後競ったが、会澤がばてはじめ12オール

から14オールのセティングとなり銭谷が簡単に相 手のミスで17-14で勝った。
2ゲームは会澤が粘りを見せ9-2と リー ドした。銭谷がばてはじめ動けなくなり、相手のプレーに反応せず11-2と

会澤がリー ドし、15-2と あっさり決まった。

ファイナルゲームは8-2と 相手のミスと逆をつくカットが決まり銭谷がリー ドした。チェンジエンド後、銭谷は疲れ
からかミスが出て 9オールまで追いつかれる。その後、会澤が11-9と リー ドし、その後もつれ 12オールとなったが、銭
谷がスマッシュを連続 ミスし14-12と なり、サービスオーバーが続き15-12で試合を決めた。

第 3シ ングルスは、第 1ゲームは疲れの日立つ菊田のミス多く攻めず、簡単に榎本が15-4と 決めた。

第 2ゲームは序盤 4オールと競ったが、第 2シ ングルスが決まり打ち切りとなった。
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男子 学校対抗戦 (BT)

男子学校対抗戦決勝は、昨年に続き2連覇を目指す関東第一と、初優勝を目指す埼 [栄の関東勢同志の対決となっ

た。

第 1シ ングルスでは、静かな出足であったが、池田が仕掛け、ヘアビンでは圧倒的強さを見せ6-3と リー ドした。

しかし、ロビングがバックアウトになるにつれ6-6と 追いつかれ混戦模様とも思わせたが、その後は
‐方的にリー ド

し、15-8と 1ゲームを制した。

2ゲームロは、終始、池田が主導権を握 り、一気に15-5で 2ゲームロも制し、勝利 した。

第 1ダブルスは、佐藤・佐々木のスター トダッンュで
‐気に8-0と リー ドし、このまま一方的なゲームになるのか

と思わせたが、利根川・堤も食い下がり、中盤の展開の 主導権を握 り10-10ま で追いついた。終盤では、佐藤・佐々木

のスマッシュ攻撃で踏ん張り15-12と 先取した。

第 2ゲームは第 1ゲームと同様、佐藤・佐々木が6-1と・リー ドし利根川・堤が追いかける展開となった。中盤以降の

佐藤・佐々木の連続的なスマッシュで13-6と 波に乗った。サープ権のや り取りもあったが、終始リー ドを保った佐藤

・佐々木が15-8で試合を終 rし た。

第 2ダブルスでは、お互いのスマッシュミスで 1点ずつ取り合ってスター トした。序盤から佐藤・柴原の攻め、レ

シープとも冴え、8-1と 大きく水をあけた。その後、会澤・斉藤も果敢に攻め4-9と 追い上げたが、ミスのため波に

乗れず佐藤・柴原に14-4と ゲームポイン トを握られ、最後はスマッシュレシープがバックアウトになり1ゲームを終

了した。

第 2ゲームは、会澤・斉藤がスマッシュの連打で攻撃するが、佐藤・柴原のレシープカが優 り打っても決まらずスマ

ッシュミスで自滅 し、1-8と リー ドを許し、 1ゲーム llと 同様の展開となった。この中盤、埼玉栄はスマッシュ6連
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女子 学校対抗戦 (GT)
準決勝

S2は り

女 r準決勝第 1試合は、第 1シー ドの九州国際大付

属高校の 3連覇を阻み意気揚がる地ノしの県立岐阜商業

と第 4シー ドで今年度国体開催地の高岡西高校の対戦。

第 1シ ングルスは高岡西 3年生の |‖村に岐阜商 l午

生ホープの後藤舞が挑む。後藤のサープで始まり、い

きなり2-0と 後藤がリー ドするが田村は落ち着いて球

を回 し、後藤のミスを誘って追い付くと、後藤の攻め

急いだクリアー、ロビングが立て続けにアウトとなり

|‖ 村7-2ま でリー ド。その後も積極的に攻撃を仕掛け

る後藤に、冷静に球を拾いミスを誘発する作戦で一気

に |‖村がll-2で先取。

第 2ゲーム、田村の ドロップミスが連続 し1-5と リ

ー ドを許すが、後藤もミスを連発、5-5と なり我慢比

べ。 1日村が機を見てス トレー トスマッンユ、クロスス

マッシュを連続で決め7-5と 抜け出す。その後は田村

が後藤のスマッシュとドロップに対するリターンを終

始冷静に後,日
'の
フォア奥に集め、 1卜いリターンを逆サ

イ ドに沈め11-5で先制する。

第 1ダブルスは第 1シ ングルスと並行で始まったが

接戦のため、途中で第 2ダブルスの岐阜商、大橋・寺戸

組対高岡西、佐伯・今井組が始まる。

第 1ゲーム、 トップアン ドバックで積極的に仕掛け
る人橋・キ戸に佐伯。今井が ドライプで応戦という形だ

が、大橋。キ戸に要所でミスが出て佐伯・今井がじわじ

わとリー ドを10-2ま で広げる。展開に |¬ 信を持った佐

frl。 今井は後半、球をネット前に落として 上げさせスマ

ッシュに打って出て15-2で第 1ゲームをものにする。

第 2ゲームはどちらも主導権を取ろうとして2-1か

らサービスオーバーを数回繰り返すが、耐え切れなく

なった人橋ヽ

"11こ

ミスが出始め、10-1ま で差を広げ

られる.人橋・t,iは集中力を欠いたか、サービスミス

、レン~ブ ミスが連続 して14-1に なると、最後は佐伯
・今井が相 手に打たせながらリターンを左右に振 り、今

井が隙をついてネット前に落としゲームセット.

準決勝第 2試合は、全国選抜大会の決勝戦と同じ埼

|`栄高校と滋賀女 i高校の対戦となった。

第 1シングルス立ち上がり、橋本 (埼 五栄)、 占川 (滋

賀女 r)共、相手の出方を見る感 じでシヤ トルを回しな

がらチャンスをうかがっていた。橋本がリー ドしなが

ら古川もよく辛抱 し5-5ま でくらいついて行ったが、

6オールの後長いラリーをスマッシュで決め6-5に し

た橋本は占川のラウンドに球を集めだし短く返球され

た球をスマッシュ・ ドロップ等で 5本連取しll-5で橋

本が 1ゲームを先取した。

第 2ゲームロの始め、 1ゲームの流れで占川は橋本

が放つラウンドヘの ドリブンクリアについてゆけず 4

本連取される。古川は徐々にラウンドの入りを早くし

フェイント気味にス トレー トの ドロップを決めだす。

橋本は対応できず 4オールまで追いつかれる。その後

お互いにサービスオーバーが続きながら点を取り7-7、

古川はこれから早い動きで相 手を苦しめ 3本連取、10

-7と し、橋本もくらいついていつたが、結局ll-8で

2ゲームHは 占川が取った。
ファイナルゲームも古川の早い動きは止まらず、一

気に6-lと なリチェンジエン ド.エ ンドが変わつて占

川の我慢のプレーに橋本はミスを連発、それでも点を

11xっ ていくが占川に動かされ結局11-5で第 1シ ングル

スを取った。

第 1ダブルスは多谷・早川 (滋賀女 r)組対川瀬・山田

(埼 li栄 )組 ,1-3までぉ圧ぃサービスオーバーで点を

重ねていくが、多谷・早川組は両サイ ドに攻撃をし7-

3と する_その後も連続でスマッシュを決め第 1ゲーム

を15-6で 先取した。

2ゲームロも多谷・早川組は攻撃を緩めることなく

6-2.川 瀬・山田組も何とか挽回しようとするがミスを

し、 1回 サービスオーバーがあつただけで 6点から9

点連取され 15-2で 多谷・■川組があっさり第 1ダブル

スを制した.
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第 1ダブルス、岐阜商の後藤愛・林組対高岡西の占岡

・小櫻組は岐阜商のロングサービスがいきなリエースで

始まり2-0。 しかし占岡・小櫻は落ち着いた球回しで5
-5。 その後もロングサービスを多用しながら積極的な

攻撃を見せる後藤・林にロビング、 ドライプからチャン
スを窺う占岡」 櫻ヽ. ・進一退でll-11ま で進むが、そ
の後は後藤・林が積極的に打ってネット前で決めるパタ

ーンで吉岡・小櫻のレシープを打ち破って15-12。

第 2ゲームも打ちまくる後藤・林にチャンスを待って

切り返そうとする吉岡・小櫻だが、攻撃が勝り8-2と 後

藤・林がリー ド. 占岡」 櫻ヽも追いすがるがなかなか差

は縮まらず 12-7.しかしここから吉岡・小櫻が連続で

スマッシュを決め12-9.岐阜商のネット前への緩いリ

ターンの一瞬の隙をついて高岡西のプツンユが決まり

12-10。 スタミナ切れからか集中力を欠いた岐阜商ペ

アにミスが出て、12-12で捕らえると占岡・小櫻が ・気

に押し切って15-12でフアイナルゲームヘ。

ファイナルは疲労の色の濃い後藤・林は動きが鈍く足

が止まったところ′ヽ占岡司 櫻ヽがスマッシュ、 ドライプ
で攻勢をかけ4-0と リー ドする。後藤・林も気力を振り

絞って4-4ま で追いかけるも、その後ポイン トが奪え

ない。スタミナ、集中力に勝る高岡西ペアが岐阜商ペ

アのリターンミスの後、すかさずスマツンユで連続ポ

イン トをあげ6-4。 高岡西のロビングを後藤がウォッ

チするもインで7-4.後藤・林の足が止まったと見るや

、高岡西がクロススマツンユを決めて8-4でチェンジ
エンド。その後も後藤・林にミスが止まらず 10-4か ら

吉岡がスマッシュを決め11-4。 サービスを取り返すが

、林のラケットが汗ですっぽ抜けポイン トが奪えない。

ロビングのバックアウト、 リターンミスで13-4.後藤
のスマッシュがサイドアウトになり14-4.必死でサー
プ権を取り返し7-14と するがここまで,最後は後藤の
スマッシュがサイ ドラインを割って高岡西が決勝進出

を決める。

第 2ダブルス、後のない埼玉栄の広岡・小池組は相手
のミスにも助けられ ・気に9-1と リー ドする。川島・西

川組も徐々に挽回するものの11-7と なり、その後 4点

連取され15-7で広岡・小池組が 1ゲームをものにした。
2ゲームロは川島・西川組が最初から攻撃の手を緩め

ることなくll-1と リー ドし、サープ権を 1回相手に与

えただけで一方的な試合で 2ゲームロを取り、ファイ

ナルゲームとした。

第 3ゲーム、立ち l:が り広岡・小池組がゲームの流れ

を作りながら進んでゆく。川島・西川組も常に動き回り

攻撃を続けながら中盤まで一進一退のゲームとなる。

9-7と リー ドしていた広岡・小池組だがミスで相手に 5

ポイント連取され9-12と なる。何とか 2ポイン ト取り

返し11-12と するが相手にサービス権を与ぇると一気

にマッチポイン ト14点までもっていかれる。広岡・小池

組も 1点を返すが 2ゲーム日から最後まで攻撃の手を

緩めなかった川島・西川組が 3ゲーム ||も とり、セット

カウント2-1と し滋賀女子が決勝進出を決めた。

打ち切リゲーム (第 2シングルス)

埼玉栄は全中チャンピオン岩田、Υ′仏賀女 rは澤。

1ゲーム Hいきなり澤 4本先取、碧ΠIは クリアーミ
ス、 ドロップミスが続く。堅さがとれた岩 Flは徐々に
挽回をしていくが澤は常に 4本のリー ドを保ちながら

(4-0、 8-5、 10-6)1ゲ ームを11-6で 先取.
2ゲーム H、 勝負の決着を早く決めたい澤は攻撃を

しかけるが、岩田のねばり強いつなぎにミスを連発、

11-1で岩田が取リファイナルとした。

3ゲーム H、 澤はゲームの流れをつかみ2-0、 4-2
とリー ドし続け6-3と リー ドしていた所で第 2ダブル

スが終わり打ち切リゲームとなる.
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今大会第 4シー ドで、四天 [寺 (大阪)に は苦戦したものの順調に決勝まで勝ち上がって来た高岡西(富山)と 、第 11
シー ドで、昭和女 r(人分)、 金沢向陽 (石川)、 埼 Ii栄 (埼 li)と 次々と L位 シー ド校を撃破して決勝まで勝ち liが って

来た滋賀女 r(滋賀)の、両校とも初めて決勝に進出した学校同志の戦いとなった。

第 1シングルス 第 1ゲーム序盤、出村はクリアーの応酬からフェイントをかけたロプで追い込み 3点先取するも
のの、フヵアからのカットや相手のミスなどで古川が3-3と すぐに追いつく展開で進んだが、4-4から古川が 2本
チャンスボールをスマッシュミス。ここから流れが

‐気に田村に傾き8-4まで引き離され、最後は古川がスマッシュ

をネットにかけ|‖村が11-4と 第 1ゲームを先取した。
第 2ゲーム、IH村の早い球回しに占川がついて行けずに、サービスオーバーなしに 3ポイン ト先取されるが ドロッ
プや相手のミスなどで3-3と 追いつく。ここから田村は前後によく振 り、相手のミスを誘って一気に8-4と リー ドす
るが古川もクリアーとカットで相手をよく攻め、動きも良くなり8-8と 同点に追いついた。 しかし田村も攻撃の手を
緩めずよくスマッシュを打って10-8と マッチポイン トを握った。占川も最後の力を振り絞り打ちに行くが、ネット
に返球された球を取ることが出来ず 11-8と セットカウン ト2-0で 田村が勝った。
第 1ダブルス 第 1ゲーム、滋賀女子は序盤、攻める高岡西に対し確実なレシープで対抗、4-0と リー ドする。攻
めされない高岡′Чはこの後 ミスを重ね、また滋賀女

『
は早い攻めと確実なショットで相手を圧倒、15-3と ・気に勝負

をつけた。
第 2ゲームも滋賀女子の攻撃はとどまることなく、相手のミスに乗じて

‐気に攻めぬき15-2と 圧勝、ゲームカウン

ト2-0で 滋賀女 rが勝ち、セットカウン ト1-1と した。
第 3シ ングルス 第 1ゲーム、今井 (高岡西)のサービスで始まったこの試合、序盤、早川は相手を前後によく振り
0-2と リー ドするが、今井も徐々にペースをつかみスマッシュが決まるようになって三角の戦いとなった。得点はそ
れぞれの持ち味を出して4-4、 6-6と 接戦であり、サービスエースやスマッシュが決まり早川が7-9と 一歩リー ドし
ていく展開で推移.今井もよく粘り、長いラリーを制し9-9の 対スコアに追いついた。今井はここからよく攻め相手
のミスもあって第 1ゲームをll-9の逆転で奪取 した。
第 2ゲームは接戦を制した今井が序盤よリペースをつかみ、相 手をネット前で崩すなど前後によく振って相手のミ
スを誘い、スマッシュも決まって5-1、 7-1、 9-1と ‐方的な展開となり、最後は今井のクロススマッシュが左サイ
ドに決まりこの試合を制した。これでお互い 2-2と なり第 2ダブルスに優勝がかかってきた。
第 2ダブルス 第 1ゲーム序盤、高岡西は相手のバックを攻め2-0と リー ドするが、滋賀女子はスマッシュをよく
打ち、相 手のミスなどもあり2-2と すぐに追いついた。この後も滋賀女子は相手のスマッシュをよく粘 り、攻撃に転
じ6-3と リー ドした。 しかし高岡西もよく粘り、相手を前によく振つて7-7と 追いつき相手のネットミスで逆転、カ
ットなどネット前への配球で相手を崩じレシープで相手の攻撃を防ぎ、攻撃するパターンで14-9と 一気に高岡西が
ゲームポイン トを握り、15-9で高岡西が先勝した。
第 2ゲーム序盤、滋賀女子は積極的に相手を前後に振 りよくスマッシュを打つて1-3と リー ドする。その後もよく
攻め相手のミスもあり前半を2-8と 滋賀女子がリー ドする流れで推移、流れをつかんだ滋賀女子が5-11と リー ドす
る。高岡西も中盤からよく粘 り、また相手をよく振って10-12と 激 しく追い 11げた。後半ここから一進

・退の攻防と

なり、滋賀女 rは相 手の足が動かなくなったところを積極的に攻め12-15で辛うじてゲームを取り、ファイナルゲー
ムヘ持ち込んだ。
第 3ゲームはお互いに持ち味を出し、序盤2-2、 2-3、 3-4と 接戦の様相でゲームが展開され、長いラリーから左
前のシャトルに戴びついたときに高岡西が左ふくらはぎにケイレンをおこしその場に倒れた。再開後、6-5と 高1司 西
がリー ドするも、滋賀女子は冷静にシャ トルを回し8-6か ら8-10と 逆転 した。気迫あふれるプレイで高岡西も対抗
したが9-13か ら‖1手のカットを取りに行った際に再び脚にケイレンをおこし

'ち
上がることが出来ず棄権となり、

滋賀女 rがセカン ドダブルスを制した.他の試合がすべて終わり優勝がかかったゲームだっただけに、■角に波り合
った試合は見ごたえがあり、内容の濃い試合だっただけに観客1:7よ り惜 しみない拍手が鳴り響いた。

このダブルスの試合の結果、滋賀女子高校が念願の初優勝を飾った。

西
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
2回戦

合
号
試
番 (県  名・ 学  校  名 )

選 手 氏 名

(県  名・ 学 名 )校
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＜
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47
竹 り|1 慶 二
天 野 真 -2

(香 川・ 高 松 商 業 )
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＜
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ｌ
ｌ
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＜
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Ｊ

０
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＜
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ｌ
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０
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ｌ
ｌ
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＜
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)

2回戦

男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
3 ロ 戦

試 合
番 号

選 手 氏 名  ス  コ  ア 選 手
(県

氏 名
名・ 学 校  名 )(県  名・学  校  名 )
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阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )

数 野  誠
山 崎 貴 央 2

京 都 両 洋 )

65
「

 .―

1  10
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試 合

番 号 (県  名・学  校  名 )
選 手 氏 名  ス 選 手 氏 名

(県  名・学

コ   ア

校 名 )
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7¬  榎 本
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)

3回戦

男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
4 ロ 戦

試 合

番 号

選 手 氏 名

(県  名・ 学  校  名 )
選 手 氏 名

(県  名・ 学 校 名 )

ス コ   ア
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
4回戦

男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
準々決勝
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号
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
準決勝

第 1試合

昨年度、インターハイ第 2位、選抜大会優勝で第 1シー ドの関東第一ペアとノーシー ドながら勝ち

上がってきた 3年生、 2年生ペアの高岡工芸との対戦となった。

第 1ゲームは、関東第一の佐藤からサーブが始まった。まず関東第一が 3点先取し、幸先のよいス

ター トを切る。高岡工芸も 1点を返し、3-1か らサープ権を繰 り返すがなかなか点数に結びつかず、

徐々に関東第一ペアに離されていき6-1か ら1点取るも、その後は関東第一の堅い守りから攻撃に転

じられミスも連発し、一気に15-2と 第 1セ ットを関東第一が先取した。

第 2ゲームも関東第一の攻撃は緩まず、1-0か ら10-0ま で一気に得点をリー ドする。高岡工芸もサ

ープ権を奪うも、その後は一方的な展開で15-0で試合を決めた。

時間18分 という非常に短い試合で、関東第一高校の力の差を見せつけた内容であった。

準決勝

第 2試合

選抜大会以降、パー トナーを組み替えた劉・川口(高岡工芸)と 第 2シー ドを破って勢いに乗る新開・

伊藤 (此花学院)の対戦。

第 1ゲーム、川日のサープで始まる。強打の劉に対して緩いハーフ球を使って劉にスマッンユを打

たせない作戦に出る新開・伊藤組。序盤は劉の 2回のサービスフォル ト(アバブ・ザ・ハンド)も あり4-

3ま で 1点差が続くが、劉のスマッシュが決まった後、伊藤のサービスリターンのミスで6-3と 点差

が動く。なかなかスマッシュを打つ機会を与えられない劉に代わって川口が打ちまくる。強打を恐れ

てレシープが引き気味の新開・伊藤に対してスマッシュ・プッシュが強烈な劉・川口が押す展開で徐々

に点差を広げ14-5と ゲームポイン ト。劉・川口に気の緩みが出たか、サウスポー新開のクロススマッ

シュなどで9-14ま で盛り返すがここまで。最後は伊藤の ドライプがネットにかかつて15-9で劉・川

口が先制。

第 2ゲームは、新開の巧みなショー トサーブとネット前のプレーで3-0ま で新開・伊藤がリー ドす

るが、ここで劉の強打が炸裂。 リターンミスも手伝って劉・川口が6-3と逆転。新開・伊藤は劉にシャ
トルが上がるとどうしても下がり気味にならざるを得ない苦しい展開。要所で劉がスマッシュ、 ドラ
イプを効果的に押し込んで新開・伊藤のリターンを詰まらせ、11-5て 新開・伊藤はサービスオーバー

から6-11と して、これから追い上げたいところでサープミス。すかさず劉がサーブブッシユを決め

てサープ権が移動.伊藤の ドライブがネットを越えず15-6で劉・川口が決勝進出を果たす。
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
決 勝

男子ダブルス決勝戦は、昨年のダブルス決勝戦で同校対決になって惜しくも優勝を逃した佐藤・佐々

木 (関東第一)と 初優勝を目指す劉・川口(高岡工芸)の対戦となった。

第 1ゲームは、高岡工芸の川回のショー トサープで始まり互いに勢いある攻撃から最初に点を取っ

たのは関東第一であった。序盤、お互いのミスによリサープ権のやり取りが行われたが、そこから抜

け出たのは関東第一で4-3か ら連続 4得点を加え8-3。 追いすがる劉 (高岡工芸)の速い ドライブも川

口とのコンビ崩れで3-10と 大きくリー ドを許す。その後サーブ権を取るが、ネットミスから関東第一

に流れが移っていった。唯一、高岡工芸の意地を見せたのが終盤の3-13から佐藤・佐々木のレシープ

ミスから2点を加えたところまでであった。最後は関東第一のボディーアタックで 1ゲームロを先取

した。

第 2ゲームは、関東第一が着実に得点する中で高岡工芸の劉・川日のレシーブ・サーブミスが目立ち

5-0と リー ドした。高岡工芸も川日のスマッシュで 2点を加え追い上げるも、自分のレシープミスで

6点 日、 7点 目と関東第一に得点を与え2-8と なり、中盤もコンビの良い佐藤・佐々木に主導権を握ら

れた。 2回 目のシャトル交換後、関東第一の10-5か ら佐々木のスマッシュネットインで11点 目が入っ

た。ここから連続スマッシュで12点 日と一気に関東第一の攻撃の手は緩むことなく3点を加点 し15-

6で、昨年の悔しい思いを晴らす優勝を飾った試合であった。

合

号

試

番

選 手 氏 名  ス  コ  ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 校 名 )

97
藤
本々

佐
佐

翔
)工、
(ロ

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

志
佳
山

口

劉
　
富

遠

介翔   2 0

(東  京 関 東 第 一 ) 高 岡 工 芸

-60-



女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
1回戦
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)

1回戦

女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
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選 手 氏 名  ス 選 手 氏 名

(県  名・学  校  名 )
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(県  名・ 学  校  名 )

46
(香

「 15

L15

ノヽ
楠

川・ 香 川

尋 麻依子
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中 央 )

柿 元 麻 里
0矢 田 愛 美
(神 奈 川 ・ 大 和  西 )
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13

]

47
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(広  島
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
2回戦

女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
3回戦

試 合

番 号

選 手 氏 名  ス  コ  ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学 1交 名 )(県  名・ 学  校  名 )
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選 手 氏 名  ス 選 手 氏 名

(県  名・ 学
コ   ア

(県  名・学  校  名 ) 校 名 )
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
4回戦

女子 個人対抗戦 ダブルス(GD)
準々決勝
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
準決勝

第 1試合

ノーシー ドながら、初戦から 1ゲームも落とさず勝ち上がってきた金沢向陽と第 4ン ~ドから順当
に勝ち進んできた四天王寺の対戦となった。

四天王寺のサービスで始まった第 1ゲームは、固さが見られる金沢向陽のミスが重なり序盤4-0と
四天王寺が一歩リー ドした。金沢向陽は果敢に攻め 1点を奪うが、四天王寺は金沢向陽のスマッシュ

を丁寧なコース取りによるレシーブから切り返してスマッシュ、あるいはスマッンユで追い込んでの

ネット前プッシュなどによって8-1と リー ドした。自分たちのリズムでブレーする四天王寺は金沢向
陽に連続得点を許さず、コンビネーションがかみ合つて4点連取して12-3と すると、サービスチェン
ジ 1回をはさんで、リズムに乗れない金沢向陽から一気に 3点連取して、15-4で第 1ゲームを終了し
+´

第 2ゲームは、金沢向陽のスマッシュミスから始まつた。四天王寺に0-3と リー ドされるが、金沢
向陽は技ありのハーフスピー ドスマッシュを足掛かりに3-3の 同点とした。金沢向陽は第 1ゲームに
比べ次第にコース取りが良くなってはきたものの、チャンスにミスが出て3-6と リー ドされる。いい
プレーが見られるものの単発に終わり、あせりからミスを重ねて 2回のサービスチェンジをはさんで
3-11と なり勝負が決まったかに見えた。 しかしこのあたりから四天王寺のレシープのコースが甘くな
りはじめ、これに乗じた金沢向陽は積極的な攻めで 5点を連取して10-11と 迫った。一度はサービス
権を奪われたもののスマッシュで奪い返すと、ミスが増えてきた四天王寺を一気に攻め 5点連取して
第 2ゲームを終了した。
ファイナルゲームは、四天王寺が1-3と リー ドされてスター トした。四天王寺は金沢向陽のネット
ミスを足掛かりに 6ポイントを連取。金沢向陽も2ポイント奪取して7-5と なったが、中盤四天王寺
が攻め金沢向陽が守勢に回るパターンが増え、攻め抜いた四天王寺が12-5と 大きくリー ドした。 しか
し勝利を意識したのか、四天王寺にミスが目立ち始めて 5ポイン ト連取され12-11と どちらが勝利し
てもおかしくない展開となった。ここで四天王寺がスマッシュの単打で13点 目を奪うと、続いて金沢
向陽のスマッンユ連打に耐えて、ネット前に落とし上がってきた所をセンターラインにスマッシュを

打ち抜いてマッチポイン トをつかんだ。最後は、金沢向陽がスマッシュレン~プをバックアウトし
15-12で熱戦を終了した。

準決勝

第 2試合

第 3シー ド金沢向陽田井・梅津組棄権のラッキーもあり準決勝に進出した富士見丘高橋・波多野組、
対する波に乗る新進気鋭の青森山田楊・廣瀬組の対戦となった女子ダブルス準決勝。
青森山田楊のンコ~ト サ~ビスで始まったが、前半6-4ま では 1年生廣瀬の 3連続 ミスもあり接戦
かと思われたが、楊の攻守にわたる活躍で、 1ゲーム最後のラリーを富士見丘がネットにかけて15-
4で 1ゲームを先取する。
第 2ゲーム、両校の凡ミスが続き5-1ま で進んだが、青森山田廣瀬も落ち着きがでてきた。5-1よ
り8点連続ポイントを重ね勝敗を決定づけ、楊がカットスマッンユを決めて試合が終了した。単調な
ゲーム展開で21分の準決勝であった.
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
決 勝

女子ダブルスの決勝戦は、本大会第 4シー ドで選抜大会第 3位で、準決勝加賀・西村 (金沢向陽)に

は2-1と 苦戦したものの、他は全て2-0で勝ち進んで来た下野・小椋 (四天王寺)と 、本大会16シー ド

ながら第 2シー ドの松田・宇津 (長崎女子)、 第 7シー ド赤尾・服部 (昭和女子)、 準決勝高橋・波多野

(富士見丘)を破り、安定した力で全てここまで2-0のス トレー トで勝ち上がって来た楊・廣瀬 (青森山

田)の対戦となった。

楊のサーブ、下野のレシーブで始まった第 1ゲーム、序盤、四天王寺は早い動きからドライプとス

マッンユのコンビネーション、また相手のミスなどもあり5-1と リー ドする。中盤もネット前ハーフ

球、スマッシュなど多彩な攻撃を見せた四天王寺ペアが8-5、 11-5、 12-6と 有利にゲームを進めて

いったが、ここから青森山田が一転スマッシュで攻め始め、またレシープも安定して12-8、 12-10、

12-11と 激しく追い上げ、連続スマッシュで12-12と 同点に持ち込んだ。 しかし、四天王寺もよく攻
め、また相手のロブミス、スマッンユミスで14-12と ゲームポイントを握った。青森山田は気力溢れ

るプレイでスマッシュを打ち続け、相手のレン
~ブ ミスを誘い14-14のセティングに持ち込んだ。セ

ティングに入って両者とも一歩も譲らず攻防激しく、15-15か ら、楊が後ろでスマッシュを打ち廣瀬

がネット前でスマッシュを決め15-16と 青森山田がマッチポイン トを握る。 しかし、四天王寺も譲ら

ず楊のネットプッシュミスで16-16と 追いつくが、青森山田がサービス権を取り返し、廣瀬が打った

左サイ ドヘのクロススマッシュで相手のレン
~プがネットに浮き、楊がブッシュで決め16-17で辛う

じてゲームを取った。

第 2ゲーム、立ち上がり、四天王寺が 1点を先取するが、サービスオーバーの応酬から青森山田が

2-1と 逆転し、第 2ゲームも接戦を予感させるゲーム展開となった。

四天王寺は、第 1ゲームを落としながらも気力溢れるプレイでよく攻め、相手のミスにも乗じて一

気に 5点を連取、6-2と 完全にベースを個んだ。中盤も四天王寺がゲームを支配し、スマッシュから

ネット前でのアッシュ攻撃やレシープが冴え着々と加点、青森山田も廣瀬のレシーブや楊のスマッシ

ュで対抗するが、四天王寺は11-5と 青森山田を突き放した。四天王寺はここからも積極的に攻撃を

し、13-5と 誰にもファイナルゲームを予測させた。 しかし、ここから疲れが見えて動きが鈍くなっ

てきた四天王寺に対し青森山田が猛烈な追い上げを見せる。 ドライブからネット前に決め13-6、 相

手のスマッシュを後ろに集めてミスを誘い13-7、 ドライブを四天王寺がネットに掛け13-8、 廣瀬の

スマッシュがカウンターで決まり13-9、 廣瀬が後ろでスマッシュを打ち楊がネット前から決め13-

10、 四天王寺のスマッシュがネットに掛かり13-11、 楊のスマッシュレシープが左ネット前に決まり

13-12、 四天王寺のサープレシープがアウトになり13-13と 、 8点差をサービスオーバーなく一気に

追いついた。この後サービスオーバーの応酬はあったが完全に流れが青森山田に移り、ラリーから後

ろでスマッンユを打ってネット前で決める形で攻め続け13-14と ついに逆転、最後は、楊が後ろから

打ったスマッシュに対し四天王寺のレシープがネット前に上がり、廣瀬がスマッシュを決め13-15と

大逆転で第 2ゲームも取り、ゲームカウン ト2-0で 青森山田が優勝を飾った。
四天王寺は第 1ゲーム、第 2ゲームとも終盤まで攻撃的なプレイで有利に試合を進めながら逆転負

けを喫 し、課題を残 した。一方青森山田は、気持ちを切らずに最後まで集中してブレイを続けたこと

が勝利を呼び込んだといえる。
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

1回戦
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

1回戦

男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
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帝 京 安 積 )

「 152116
L15

′

17

14 ]
1山 浦 尚 仁
(福 岡 ・ 九州共立大学八幡西 )(福  島

早 坂 幸 平 2
「 15

L15

()]
9」 0森 澤

(滋
駿
賀・延暦寺学園比叡山)(南北海道・ 本L 中晃 第 )

43 鉦  佳 平 2
青 森 山 田 )

「 15

L 15

5]
6」 0本 間

(新
裕 樹
潟・ 北(青  森 越 )

44 長 井 祐一郎 2
(鹿 児 島・鹿 児 島 商 業 )

「 15

L 15

o]
0」 0 永 田 伊 吹

(岐  阜・鶯 谷 )

45 佐 伯 浩 -2
(岡 山・ 水 島 工 業 )

「 15

L 15

0川 島 健 一
(北北海道・ 旭 り||    」ヒ)

41
10」

-72-

４

‘

二

　

一



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
2回戦

合
号
試
番

選 手 氏 名

(県  名・学  校  名 )
選 手 氏 名

(県  名・ 学 名 )

ス

校

コ   ア

46 村 正 和
代  東 )

「 152112
L15

1金 子 翔
(群  馬

悟
。明 照 学 園 樹 徳 )

左

(熊  本・ 人
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―

―
―

―
コ

明 人
庫・カロ 古 り|1 北 )

, o小 渡
(兵

47

関 野 有 起 2
木・ 作新学院高等部 )

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ ]

0松 田
(大
卓 也
分・別 府 鶴 見 丘 )

b

1048

49
[

15

7

15

11

15

7

村 上 真 城
(二  重・ 暁(沖  縄 ・ 糸

喜舎場 敦 夫 2
満 )

50
[

「
―

―
―

―
コ

０
〉
ｏ
０ 米

富
夫
高

隆
山

川 前 直 樹 2
岡 工  芸 )(大  阪・ 柏 原 )

51

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｌ

「
―
―
―
―
コ 工士

ロ

志
倉

直

取
中
鳥
竹
＜

０
）

業 )(大  阪
新 開 裕 介
此 花 学 院

52
「 112115
L15

「
―
―
―
―
コ

５

４

５

前 原 清 一
(鹿 児 島・ 鹿 児 島 商 業 )(宮

木 知 道
県 工 業 )
鈴

城・ 宮 城

53 竹
(北北海道 ・ 旭  川

村  純
工 業 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
」

「―
―
―
―
コ

悠 太
木・ 作新学院高等部 )

2 0斉 藤
(栃

54 山 口 寿希郎 2
崎 城  西 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

太

Ｆス

寛

井
井
福
高
＜ ]])(愛

0

知 岡

Э 0

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

0 斐
な宮

允

崎
也甲

＜(岡  山
麻 生 将 豊 2
水 島 工 業

56
「 lo2115
L15

隆一朗
川・ 高 松 商 業 )(千

裕 樹

＞
1佐 藤
(香

秋 山
葉・ 西 武 台 千 葉

川・金品生臭早
2

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

安一只

哉
帝

和
島

本
福
橋
＜

０
） 積 )′7~

ヽ
「

57

58 榎 本 良 永 2
賀・延暦寺学園比叡山)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「―
―
―
―
コ

・
太
輔

．́

大
根 東 )(滋

o川 上
(島

幸
＞業
浩
商
田
阜■文縄劃県

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

業 )
2

(岐  阜
智 也
島・徳 島 商

o正 木
(徳

59

60
[ ]佐

14

8
津  南 )

地 塩 2
」ヒ)(広  島・ 安

新  宅 ・
唐

圭
賀

o諸 熊
(佐

0石 田 圭 大
(南北海道・ホL 幌 第(埼 玉 埼

会 澤 真之介 2
玉  栄 )

61

-73-

lo]
151
13」

(香 川・高1、
り1缶
忙テ

(栃

]

1

1

)

15]

6」

「 15 -  5]
1 15 - 121
L   ~   」



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

2回戦

男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
3回戦

試 合

番 号

選 手 氏 名

(県  名 ・学  校  名 )
ス コ   ア 選 手 氏 名

(県  名 ・ 学 校 名 )

62
「

 ._

劉  志 遠 2115
(富 山・高 岡 工 芸)L

^~1‐
 l

l」 0り_田 慧.亀 命館字治)(界 .   ¨

63
「 15

L15

l11
・

_」

0竹 光 章
(山  口

浩
柳 井 工 業 )(熊  本 。人

64 岩 脇 峰 生 2
青 森 山 田 )

「 15

L 15

12]
10」 o宮 崎 智 史

(茨 城・ 常 総 学 院 )(青  森

65 西 村 祥 -2
新 居 浜 東 )

「 15

L 15

lo¬
12」 o大 石

(長
雄 三
崎 ・佐 世 保 北 )(愛  媛

66 佐々木  翔
関 東 第 一 )

「 152115
L

。 ¬O l
l ll」 0藤 巻 光 善

(静  岡・ 星(東 ス 陵 )

試 合
番 号

選 手 氏 名  ス コ   ア 選  手
(県

氏 名
名・ 学(県  名・学  校  名 ) 校  名 )

佐 藤 翔 治 2
関 東 第 一 )

「 15

L15

4]
10」 o  加   藤

(愛
康 太
知 ・ 岡 崎 城 西 )(東  京

68 菊 田  学 2
常 総 学 院 )

「 15

L15

lo]
つ [
‐

」

0古 川 貴
(岐  阜

士
・ 県 立 岐 阜 商 業 )(茨  城

69 「 15

L15

11]
7」 0田 中

(千
政 臣
葉 ・ 千 葉 敬 愛 )(石

70 早 坂 幸 平 2
(南北海道 。本L 幌 第 一 )

「 15

L15

3]
3」 0菅 野

(福
俊 助
島・帝 京 安 積 )

71 鉦  佳 平 2
青 森 山 田 )

「 15

[15

11
3」 0 長 井 祐一郎

(鹿 児 島・鹿 児 島 商 業 )(青  森

72 佐 イ白
工

浩 -2
業 )

「 15

L15

41
7」 o左 村

(真姜
正 和
本 ・ 八(岡  山・ 水 島 代  東 )

73 「 17

L15

14¬
4」 0竹 川

(香
慶 二
川 ・ 高 松 商 業 )(栃

74 「 15

L15

5]
`)|‐
」

川 前 直 樹 2
原 )

0 喜舎場 敦 夫
(沖  縄 ・ 糸(大  阪 ・ 柏

-74-
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試 合

番 号

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学  校  名 )(県  名・学  校  名 )

75 新 開 裕 介 2
此 花 学 院 )

「 15

L15

8]
7」

(大  阪

76 竹
(北北海道・ 旭 川

村
工
純
業

「 15

L15

lo]
7」 0山 口

(愛
寿希郎
知・ 岡 崎 城 西 ))

77 麻 生 将 豊
水 島 工 業 )

「

 ^

2115
L15

15]
′え [
0  [

8」
l 秋 山 裕 樹
(千  葉 。西 武 台 千 葉 )(岡 山

78 榎 本 良 永 2
延暦寺学園比叡山)

「 15

L 15

2]
7」 0横 山

(石
康 博
川・ 金 沢 市 立 工 業 )(滋  賀

79 縄 田 浩 幸 2
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )

「 15

L15

8]
5_」 0新 宅

(広
地 塩
島・ 安(岐 ψL   ヨヒ)

80 劉  志 遠 2
高 岡 工 芸 ) [

15

15

2]
10」 0会 澤

(埼
真之介
玉・埼(富  山 玉   栄 )

81 岩 脇 峰 生 2
青 森 山 田 )

「 15

L15

81
12」 0 田 中 厚士郎

(熊  本 。人(青  森 代   東 )

82 佐々木  翔
関 東 第 一 )

「 152L15
1]
2」 o西 村

(愛
祥 一
媛・新 居 浜 東 )(東 只

男子 個人対抗戦 シングルス(BS)
4 ロ 戦

合

号

試

番 (県  名・ 学  校  名 )
選 手 氏 名

(県  名・ 学 名 )

コ ア

校

選 手 氏 名  ス

83

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―

コ

菊 田  学
茨  城・ 常 総 学

0

(東  京
佐 藤 翔 治 2

関 東 第 一

84

「
―
―
―
―
コ

淳 史
川・ 金 沢 市 立 工 業 )

車

石
02

(南北海道・ ホL 幌 第
早 坂 幸 平

85

「
―
―

―
―

コ(青

02鉦
ｔ
ｉ

佳 平

＞ 水 島 工 業 )青 森 山 田

浩
山

白
】

隔
Ｐ

佐
＜

86
「 |

|

L

¬

」 有 起
木・ 作新学院高等部 )原

7

12川 前 直 樹 2

(大  阪 ・ 柏
0関 野
(栃

87

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ ]
竹 村  純

(北北海道・旭 り|1 工 業 )
0

10

6

(大  阪
新 開 裕 介
此 花 学 院

-75-

0鈴 木 知 道
(官  城 ・ 宮 城 県 工 業 )

男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

3回戦

二

　

一 院 )

Ｆ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｌ

二

　

一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

4回戦

男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
準々決勝

合

号

試

番

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手
(県

氏 名
名・学(県  名 ・ 学  校  名 ) 校  名 )

88

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

榎 本 良 永 2
賀・延暦寺学園比叡山)

o麻 生
(岡
将 豊
山・ 水 島 工(滋 業 )

高 ∫
1~'

I口〕
下
心

_ 三
遠

＞

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

0 縄
＜
田 浩 幸
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )(富  山 岐

90 佐々木  翔
関 東 第 二 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

ー

９

山森
生
青

峰
森

脇

・青
岩
＜(東 一思 田 )

合

号

試

番

選 手 氏 名

(県  名・ 学  校  名 )
ス   コ  ア

校  名 )

91

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

０
〉
つ
こ藤

第
佐
東関
翔 治 2
-)

0早 坂 幸 平
(南北海道 。本L 幌 第 一 )(東  京

92 川 工削 直 樹

＞

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

「
―
―
―
―
コ

0 鉦
青
佳 平
森 ・ 青 森 山(大  阪 ・ 柏 原

榎 本 良 永 2

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

0新 開
(大
裕 介
阪・ 此 花 学(滋  賀 延暦寺学園比叡山 院 )

94 佐々木  翔
関 東 第 一 )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

0 SII

(富
士心
‐‐‐円

）遷
(東 工界 高  岡  工 芸 )

-76-

89
一　
一　
一

一　
一　
一

選 手 氏 名

(県  名・学

田 )

93



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
準決勝

第 1試合

第 1ゲームは、佐藤のスマッシュ、ネットヘのラッンングしてのアッシュが決まり、15-1と 一方的

に佐藤が取った。

第 2ゲーム、佐藤のスマッシュに川前が慣れてきたのと佐藤のミスがあつて2-5、 4-7と 川前のリ

ー ドで中盤に入った。佐藤は8-9ま で追いついたが、その後ミスが出て9-15で川前が取った。

第 3ゲームは、両者ともスマッシュ、アッシュ、ヘアビンでお互いに譲らず 1-4、 7-4、 7-8と 息

づまるような展開でチェンジエンド。佐藤8-8に追いつくがスマッシュのミスが出て8-10。 その後、

川前にミスが出て12-10と 佐藤が逆転。川前、積極的に攻撃をするが佐藤の勢いが優勢で14-11。

14-13ま で川前追いつくが、最後川前のクロスネットがサイ ドを割って試合終了となった。

早いタッチ、ネット近くでの攻防が特徴的な試合であった。

準決勝

第 2試合

昨年、シングルス準優勝の佐々木と、選抜優勝の榎本の対戦となった。

第 1ゲームの序盤から長いラリーが続いたが、2-2か ら佐々木が4ポイント連取して6-2と リー ド

する。その後、榎本が 5ポイントを取り7-6と リー ド。お互いにポイントを加え、8-8か ら佐々木が

5ポイントを連取して13-8と 再びリー ドする。一度のサービスオーバーの後、 2ポイントを取り15

-9で佐々木が先取。

第 2ゲームは、榎本が 2本連続イージーミスで2-0と なり、このまま佐々木の流れかと思われたが、

榎本も2本を取り返し2-2と なる。サービスオーバーの後、佐々木が 3ポイントを取り5-2と なる。

ここからサービスオーバーを繰 り返しながら互いにポイントを加え7-3と 佐々木がリー ド。その後、

榎本が粘りを見せ佐々木のミスを誘い 7ポイント連取して逆に榎本リー ドとなる。ここで佐々木も意

地を見せスマッシュを強打して10-10と 追いつく。 5回のサービスオーバーの後、佐々木のネットミ

スなどで13-10と 榎本。しかし、榎本に疲れが見え14-13と 佐々木がマッチポイント。最後は佐
々木

のスマッシュが決まり、佐々木が 2年連続決勝へ進む。

合

号
試

番

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手
(県 ‘

子

名

‘

氏

名(県  名・ 学  校  名 ) 校   名 )

95
「 |

|

L

15

9
15

1

15

13 ]
藤
第

佐
東関

翔 治 2
-)

川 樹
ォ

直
阪

円|」

(東  京 (大 原 )

合

号

試

番

選 手 氏 名  ス  コ  ア 選 手
(県 ヱ

Ｆ

名

‥

氏

名(県  名・ 学  校  名 ) 校   名 )

96

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

9 ¬

」13 0榎 本(滋 良 永
賀・延暦寺学園比叡山)(東  京

佐々木  翔
関 東 第 一 )

-77-



男子 個人対抗戦
決

シングルス (BS)

勝
合
号
試
番

選 手 氏 名

校  名 )
ス   コ  ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名・ 学 校 名 )

97 佐 藤 翔 治 2

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

二

　

一 ]
o佐 々木
(東

翔

(東 京 ・ 関 東 第 一 ) 京・ 関 東 第 一 )

男子シングルス決勝は、 2年連続して同校同志まったく同じ対戦となり、どちらが勝っても3冠と

いう夢をかけての戦いとなった。ここまで、ともに4試合目となり体力の消耗も心配されたが元気に

始まった。

第 1ゲーム、練習でお互いの配球を知り尽くしているためかさぐり合いの中で、佐々木にミスが多

く一方的な展開となり、佐藤が15-6で 1ゲームを先取。

第 2ゲームは佐々木が流れを変えるかと思われたが、踏ん張りがきかず、5-5か ら佐々木のミスが

多くなり佐藤が一気に得点し15-5と 勝利した。

学校対抗、ダブルスに続き3冠の栄光を手にした。

-78-



女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
戦1 ロ

合

号
試
番 (県  名・ 学  校  名 )

選 手
(県

氏 名
名・ 学

コ   ア選 手 氏 名  ス
校   名 )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

「
―
―
―
―
コ(沖

2 一　

一

金 城 絵 美 0遠 藤
(静

己
星

玄
小友

岡縄・ 豊 見 城 南

ゆかり 2
訓 ) [

「
―
―
―
―
コ 」ヒ)
0 沢 梓
長 町大

西

＜(京  都・ 西

11

11木 村
乙

徳 留 友 美 2
日本 橋 女 学 館 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ 子 )

ス

小

(東  京
o高 原 由
(岡  山 山 陽 女

季

＞

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

「
―
―
―
―
コ

田 井
(石
紀 子
川 ・ 金 沢 向 陽 )

久次米 美
(徳  島・城

箸 尾 千 尋 2
良・奈 良 市 立 一 条 ) [

「
―
―

―
―

コ

0小 人重
(官
杏 香
崎・ 宮 崎 商 業 )

11

11

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』

「
―
―
―
―
コ

1水 野
(福
深 雪
島 ・ 若 松 女(鹿 児 島・ 鹿 子 )

さやか 2
島 )

上 山
児

0雪
高
野
知
愛
・ 清 和 女 子 )(神 奈 川・ 大

愛

西

矢 美

＞

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

「

―
―
―
―
コ

ー

７

９ 中田

奈
有

美
山
戸
酬
木
＜ 央 )

2

(島  根
愛
院学

田
一
て
イ
，

恩
徳松

長 岡 由美子 2
橋  東 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

工岡直
コ

いり
，
書

え
形

内

山
金
＜ 業 )(群  馬 。前

西 山 真鯉子 2
崎 ・鶴鳴学園長崎女子 )

「 |

|

[

「
―
―
―
―
コ

o大 條
(愛
亜津紗
媛・ 新 居 浜 東 )(長

11

1110

陳  暁
玉・ 本 庄 第

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

「
―
―

―
―

コ 」ヒ)(埼

0 繁

毛山
一
月

＾

依

口

里松

＜

期

＞
11

12 川 村 益 美 2

(岩  手 。前     沢 ) [

11

7

11

8
11

6 ]
緑

庫 夙 り|1 学 院 )
1八 島
(兵

「 |

|

L

11

7

13

1¬

1111
11」

真 里
本・ 熊本信愛女学院 )(茨

木 村 早 紀 2 泉

」
¨
省
ｘ

戸
＜城 ・ 常 総 学 院 )

13

14 後 藤  舞
阜 。県 立 岐 阜 商 業 )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

０

１

(岐 代   西 )
o若 松
(秋
奈緒子
田・ 能

「 |

|

L

「
―
―
―
―
コ 川 )

袋

＜
(鳥  取・鳥   取  西 )

井 千口 美
山  梨 ・ 日

貴 谷 友 美

11)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

「
―
―
―
―
コ

山 )(栃

真
井

田
福
増
＜

０
）

イヽ
勝

広 瀬 彩 子
木・真 岡 女 子 )
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陵 )

二

　

一

一　
一　
一

(奈

「
―
―
―
―
コ

ｒ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

一　
一　
一

一　
一　
一

一　

二



女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

1回戦

試 合
番 号

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 校 名 )

17 三 浦 ちひろ 2
(北北海道・ 旭 川 実 業 )

1

1

2

1

1

ll]
81
8」
1山 田
(佐
雅 子
賀 ・ 佐 賀 女 子 )

18 横 田 陽 子
)

2
「 ll

LH
8]
9」 0千 葉

(岩
孝 美
手・ 前(徳  島・ 城 東 沢 )

19 梅 田 佳 奈 2
月])

「 11

[11

9]
9」 0岸 本

(沖
奈 生
縄・ 糸(福  井・ 足 満 )

20 船 橋 真 波
)

「
11

LH
1]
1」 0 下 澤 なつみ

(和 歌 山・ 新 宮 商 業 )(熊  本 。人 イヽ 東

21 寺 戸 友 美 2
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 ) [

11

9
11

7

11

1 ]
1吉 田
(栃
記代江
木・ 宇 都 官 南 )(岐

22 飯 島 春 奈 2
甲 府 商 業 )

「 11

L ll

5]
1」 0岩 田 笑 子

(島  根 ・ 大(山  梨 東 )

23 平 山  愛
城 ・ 聖 ウル スラ学院 ) [

1

1

6

1

1

11]
安  [
ψ  [

9」

1和 田 真 優
(福  岡・九州国際大学付属 )(宮

24 関 さえ子 2
東 )

「 11

[11

3]
2」 0日 高 麻 衣

(宮 崎 ・宮 崎 商 業 )(群  馬 ・ 前  橋

25 石チ

夙  川
元 悠 子 2
学 院 )

「 11

L ll

o¬
0_1 0今 川 喬

(鳥  取
子

(兵  庫 境 )

26 齋 藤 真 弓 2
若 松 女 子 )

.、 コ
0 ,

1l l
8」
1本 田 千 裕
(広  島・ 安(福  島 古  市 )

27 倉 満 一 美 2
昭 和 女 子 )

「 11

LH

`)■‐
 I

5」 0 布 目 沙矢香
(長 野・ 長 野 商 業 )(大  分

28
「 ll

[11

3]
3」川 東 奈 緒 2

暁   )
0漬 渦
(高

7者

( |[ 知 安 )

29 深 澤 友 恵 2
日本 橋 女 学 館 )

「 11

L ll(東 泉 児  島 )

30
(京 都・西

藤夕 倫 子 'G  訓 ) 
・
「 11

LH
61
2」 0藤 原

(千
宏 美
葉 。東海大学付属望洋 )

31 田 中 良 美 2
佐 賀 女 子 )

「 11

[11

■ ¬
O l
O lレ

」

0 山 口 美鋭子
(山  形 ・ 山 形 城 北 女 子 )(佐  賀

32 谷 澤 紗 代 1

陽 )

「 11
l

L

,¬
l l

」
キ
0ケ 尾 崎 貴
ン (静  岡

子
(神 奈 川・ 柏 静 岡 城 北 )
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一　

二

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

一　
一　
一

一　
一　
一

一　
一　
一

一　
一　
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

花
鹿
里

．

絵
島染醐

安
＜

０
一

「

―
―
―
コ

５

６

二

　

一



女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
1回戦

女子 1固人対抗戦 シングルス(GS)
2 戦

合
号
試
番

選 手 氏 名

(県  名 ・学  校  名 )
ス   コ   ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学 工父 名 )

33

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』

「
―
―
―
―
ヨ

中 村 貴美子 2
(山  口・ 中 村 女 子 )

0宮 本 明
(奈  良

奈
・ 奈 良 市 立 一 条 )

34

Ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｌ

「
―
―

―
―

コ

湯 田 英 理 2 0阿 部
(秋

可奈子
田 ・ 羽(新  潟 新 潟 青 陵 後 )

ロ

選 手 氏 名  ス  コ  ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 名 )校

合

号
試

番

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

「
―
―
―
―
コ 南 )

`,
1場

■
●̈ 琳

(青  森
絵 美
縄・ 豊 見 城

o金 城
(沖青 森 山 田 )

35

36 友 美
京 '日 本 橋 女 学 館 )

1徳 留
(東

ゆかり 2
訓 )

木 村
乙

37

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「―
―
―
―
コ 東 )

橋 明置 ] 菜

＞(千  葉 。東
季
ゥ

美
島

o 久次米
(徳

箸 尾 千 尋

良・ 奈 良 市 立 一 条 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

二

　

一

「
―
―

―
―

コ

真理子
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )(奈

2 o大 橋
(岐

38

39 本 田 いずみ
(南北海道 ・本L 幌 静  修 )

「 lo21 11
L ll

「
―
―
―
―
コ

３

５

０ 児   島 )
1上 山 さやか
(鹿 児 島・鹿

40
[ ]

o矢 田 愛 美
(神 奈 川・ 大

`,

10

1

ｔ
々

十
″
＞ 和   西 )(新  潟

13

11小 濱 祐
新 潟 青

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

0 愛

島 根

田
だ´
■
‐ l劇

恩

＜ 松 徳 女 学 院 )(愛  知
水
市 屯Б

谷 理 花 2・ 11

42 潮 田 玲 子 2

岡・九州国際大学付属 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ(福 橋  東 )

由美子
馬 ・前

o長 岡
(群

一
―
―
―
Ｉ
Ｌ

「―
―
―
―
コ

山 真鯉子
長  崎・鶴鳴学園長崎女子 )(滋

0 西

＜
憂 妃 2
子 )

澤
賀 ・ 滋 賀 女

43

44 刈   晶  2
高 岡 龍  谷 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

陳
埼

0
第 一 )(富  山 庄●

ト

椰

フ
暁
玉

45

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ(岩

02

日|| 沢手

川 村 益 美
＞

陣 田 佳 奈
/~  ―壬
ヽ二   塁 ・

-81-
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一

Ｆ
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Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
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―
―
―
コ(京  都 ・ 西

一　
一　
一

二

　

一

暁    )



女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

2回戦

試 合

番 号

選 手 氏 名  ス  コ  ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名 。学  校  名 ) 校 名 )

46 木 村 早 紀 2
常 総 学 院 )

「 11

LH

― ¬
つ l

仕

」

0安 村
(広
枝 穂
島・ 広 島 桜 が 丘 )(茨  城

47 後 藤  舞
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )

「 112 Lll
41
1」 o人 尋

(香
麻依子
川・ 香 川 中 央 )(岐

48 赤 尾 亜 希 2
昭 禾口 女 子 )

「 ll

LH
8¬
3」 0 貝

(

谷 友 美
鳥  取・鳥(大  分 取   西 )

阿 部 純 子 2
城 ・ 常 盤 木 学 園 ) [

11

11

3]
0」 o広 瀬

(栃
彩 子
木・ 真 岡 女 子 )(官

50 小 椋 久美子 2
四 天 王 寺 )

「 11

[11

o]
1」 o 三 浦 ちひろ

(北北海道・ 旭 り|1 実 業 )(大  阪

51 広 岡 まり香 2
玉   栄 )

「 ll

LH
o¬
1」 0 横

′
ヽ

田 陽 子
徳  島・ 城(埼 玉 埼 東 )

52 吉 岡 久美子 2
阪・ 四 條 畷 学 園 )

「 11

LH
3]
1」 0梅 田

(福
佳 奈
井・ 足(大 ]ヨ )

53 船 橋 真 波 2
代  東 )

「 11

[ 13

.、 ¬
O l

12」 0柏 野
(岡

員||

山
子

(熊  本 ・ 人 山 陽 女 子 )

54
11

6
11

2

11

1 ]
1寺 戸 友
(岐  阜

美
・ 県 立 岐 阜 商 業 )

55 川 戸 千口
「 ll

子 2111

'    L

6¬
り |‐
」
o飯 島 春 奈
(山 梨・ 甲 府 商 業 )(愛 知 府

56 平 山  愛
城 ・聖 ウル スラ学院 )

「 ll
2 Lll

6¬
2」 0真 鍋

(愛
絵 理
媛 。新 居 浜 西 )

57 関 さえ子 2
東 )

「 11

LH
8]
2」 0山 田 朋 世

(南北海道・ ホL 幌 第(群  馬 ・前  橋 )

「 11

LH

´‐■
01
5」 Oi/ヽ 井 幸 代 2

岡  西 )
悠 子
庫・ 夙 川 学 院 )(富  山・ 高

フt
兵

59 後 藤  愛
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )

「 11

LH
3]
0」 0齋 藤 真 弓

(福 島 。若 松 女 子 )(岐

60 「 ll

LH
5]
2」倉 満 一 美 2

昭 禾口 女 子 )
0 福 田 亜矢子
(茨  城・ 土(大  分 浦  第  二 )

61

(滋  賀
多 谷 郁 恵 2

滋 賀 女 子 )

「 11

LH
|1東 奈 緒
(二  重・ )

6]
2」 0 リ

-82-

４

‘

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ(青 森・青象覧栄旨子2

大

二

　

一(宮

二

　

一

二

　

一
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

2回戦

試 合
番 号

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手 氏 名

(県  名 ・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 校 名 )

62 梅 津 知 恵 2
(石 川 ・金 沢 向 陽 )

「 11

L ll

3¬
8_| 0深 澤 友

(東  京
恵
日本 橋 女 学 館 )

63 楠 原 麗 民
川 。香 り|1 中 央 )

「 112L13
8]
12」 0藤 田

(京
倫 子
都 。西(香 乙   訓 )

64
「

 _
1  ~

l ll

L13

ll

4

10 ]
平 林 千 佳 2

(北北海道・ 旭 り|1 実 業 )
1田 中 良 美
(佐 賀・ 佐 賀 女 子 )

65 谷 澤 紗 代 2
陽 ) [

11

11

5]
9」 o中 村

(山
貴美子
口・ 中 村 女 子 )(神 奈 川・ 柏

66
「 11

LH
o]
7」松 田 友 美 2

崎 ・鶴鳴学園長崎女子 )
0湯 田 英 理
(新 潟・新 潟 青 陵 )

選 手 氏 名

(県  名・ 学  校  名 )
選 手
(県 ユ

子

名

′
．

氏

名

ス   コ   ア

校  名 )
合
号
試
番

ｒ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｌ

「
―
―

―
―

コ(青

02
旦
勿 謁 琳

乙   訓 )
木 村 ゆかり
(京  都 ・西森・青 森 山 田 )

箸 尾 千 尋 2
良・奈 良 市 立 一 条 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』

「
―
―
―
―
コ

ー

８

４ 葉 )(奈

1高 橋
(千

菜
東

明
葉

68

本 田 いずみ 2
(南北海道・本L 幌 静 修 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ ]

0小 濱
(新 青潟Ｆ

＝

ｎ
¨
０
ろ

「

″祐
潟 陵 )

269

70 潮 田 玲 子 2

岡 。九州国際大学付属 )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

学面
，

花
市

理
知

谷
愛
水
＜

（υ
園 )(福

71

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「―
―
―
―
コ

憂 妃
賀・ 滋 賀 女 子 )

澤

滋
0

(富  山
刈

高 岡 龍
曰
日日

谷 )

72 木 本寸 早
(茨 城・ 常 総 学 院

Ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｌ

「
―
―

―
―

コ 沢 )
2

玄
小
＞

o,|1 村
(岩
益 美
手・前

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

舞
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )子

希

＞(大  分
o後 藤
(岐

赤 尾 亜
昭  千口 女

73

小 椋 久美子 2
四 天 王 寺 )

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

0

(大  阪
純
城

部

・富

可

＜
子
・ 常 盤 木 学 園 )

74
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
3回戦

(長

´
０

一　

二



試 合

番 号

選 手 氏 名  ス ア 選 手 氏 名

(県  名 ・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 1交 名 )

吉 岡 久美子
阪・ 四 條 畷 学 園 )

「

[

¬  ´

」; 広 岡(埼 まり香
玉・ 埼 玉   栄 )(大

76 廣 瀬 栄理子 2
(青 森 ・ 青 森 山 田 )

「 11

L ll

_‐ 1

・」
0船 橋
(賞姜
真 波
本 ・ ノヽ 代   東 )

77 平 山  愛
城 ・ 聖 ウル スラ学院 )

「
21_
11

4

11

7

ll

2 ]
1川 戸 和 子
(愛  知 。大(官 府 )

78 ヘ
井 幸 代 2
西 )

「 11

LH

.、 ¬
● l
員  [
。

」

0 関
群
さ/c子
馬・前(富  山 。高 岡 ( 橋  東 )

79 後 藤  愛
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )

2
「 11

L ll

8]
7」 0倉 満

(大
一 美
分・ 昭 和 女 子 )(岐

80 多 谷 郁 恵 2
滋 賀 女 子 )

「
11

LH
9]
4」 0梅 津

(石
知 恵
川 ・ 金 沢 向 陽 )(滋  賀

81 楠 原 麗 民
川 ・ 香 り|1 中 央 )

「

 .

2111
L ll

111

`)1‐
 [

2」

1平 林 千 佳
(北北海道・ 旭 り|1 実 業 )(香

82 松 田 友 美 2
崎・鶴鳴学園長崎女子 )

「 11

L ll

3]
1」 o谷 澤 紗 代

(神 奈 川 ・柏(長 陽 )

女子 個人対抗戦 シングルス〈GS)

3回戦

女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
4 戦ロ

i■ ∠ゝ
諄  ヽ ロ

番 号

選 手 氏 名  ス コ ワ
´
選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 1交 名 )

83 楊  調 琳
青 森 山 田 )

「 11

LH

7]
9  1‐
」
0箸 尾 千 尋
(奈  良・奈 良 市 立 一 条 )(青 森

84 潮 田 玲 子 2
岡・九州国際大学付属 )

「 11

LH

7]
1」 0本  田 いずみ

(南北海道・ 本L 幌 静 イ1参 )(福

85
高 岡 龍 晏_ 合 )

「 11
2 Lll

5]
1」 0木 村

(茨

上啓 糸己
城 ・ 常 総 学 院 )(富  山

86 小
四  天

椋 久美子 2
王  寺 )

「 |

|

L

ll

6

13

8

11

11 ]
1赤 尾
(大
亜 希
分 ・ 昭  和 女  子 )(大  阪

87
青
;緊 瀬
山
栄澤子 2m)~

「 11

LH
o吉 岡
(大
久美子
阪・ 四 條 畷 学 園 )r」ヒ
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¬
0 1
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
4回戦

女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
準々決勝

合
号
試
番

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手

(県 ≠

名

，
．

氏

名(県  名・ 学  校  名 ) 校   名 )

88 平 山  愛
城 ・ 聖 ウルスラ学院 )

2

[

11

1

11

7

11

9 ]
1 井
‐冨
今
＜

ヽ

高

′
―幸

山(宮 岡  西 )

89

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

二

　

一

「
―

―
―

―
コ

い
０

ウ
¨多 谷 郁 恵 2 0後 藤

(岐
愛
阜・ 県 立 岐 阜 商 業 )(滋  賀 滋 賀 女 子

90 松 田 友 美 2

崎 ・鶴鳴学園長崎女子 )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

0楠 原 麗 民
(香  川・香 川 中 央 )(長

試 合

番 号

選 手 氏 名

(県  名・学  校  名 )
ス  コ  ア 選 手

(県

氏 名
名・ 学 校  名 )

91 楊  議 琳
青 森 山 田 )

r

,l‐

L

11

11

6¬
3」 0響

福  鴨 ・■ 州国際大学付属 )(青 ■

92 刈   晶
高 岡 龍  谷 )

「,l‐

L

13

11

121
6」 0ノl)二

'繹
亀 天王寺) ヽノヽ(富  山

93 廣 瀬 栄理子 2
(青 森 ・ 青 森 山 田 ) [

11

1 1

4¬
‐
 :    _

6」 OI 山 愛
城・ 聖 ウル スラ学院 )官

94 多 谷 郁 恵 2
滋 賀 女 子 )

1

1

2

3

1

ll

12
5 ]

1 松 田 友 美
(長  崎・鶴鳴学園長崎女子 )(滋  賀
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女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
準決勝

第 1試合

第 1シー ドの楊と第 4シー ドを破った刈との試合は、第 1ゲーム、楊のヘアピンが次々と決まり4-

1と リー ドした。また左奥からの ドロップも刈の動きを止め加点し10-2と 大きくリー ドし、最後は ド

リブンクリアーにより刺が体勢をくずし、右前へのヘアビンにより楊が 1ゲームを取った。

第 2ゲームは 1ゲーム同様、ヘアピン合戦により3-0と 楊がリー ドしたが、 3度 目のサービスオー

バーより刺のスマッシュが左サイ ドヘ決まると楊の正確なヘアピンも狂いだしミスが日立ち始めた。

一方、刺は楊のクロスヘアピンを読み一気に8-3と リー ドした。さらに楊のヘアビンミスも多く見ら

れ、10-3と ゲームポイントを刺は握った。その後楊もねばり、クロスヘアピンが再び決まりだし6-

10まで加点したが、最後は楊のヘアピンを利が読みブッシュして力|が 2ゲームロを制した。

第 3ゲームは、序盤楊がショー トサープを多用し3-0と リー ドしたが対の左へのス トレー トスマッ

シュが決まり4-3と逆転した。そして力lが 6-4と リー ドしチェンジエンドした後、長いラリーを楊が

制すると6-6と楊が追いつき、7-6と逆に楊がリー ドした。その後力1の クリアーミスにより8-7と楊

が有利にラリーを進めていったが、ネット前での接戦で楊にミスが出始め一気に刈が10-8と マッチ

ポイントを握った。そして最後は、揚のレシープがサイ ドアウトになリカlが勝利 した。

準決勝

第 2試合

準決勝第 2試合は、第 2シー ドを破り勝ち上がってきた多谷 (滋賀女子)と 廣瀬 (青森山田、 1年生)
の戦いとなった。

第 1ゲーム、多谷のサープで始まったこの試合、サービスオーバーを何度か繰り返した後、廣瀬の

早い球まわしについてゆけず多谷がサイ ドにクリアーをミスして廣瀬1-0と した。その後も廣瀬は早

目にしかけ、多谷を追い込み3-0と する。多谷も何とか廣瀬の攻撃についてゆき 2点挽回し3-2と な

るが、廣瀬はその後も攻撃、5-2と 突き放す。多谷は相変わらずねばり強くつなぎ相手のミスを待つ。

徐々に疲れの見えはじめた廣瀬、多谷は5-5ま で持ってゆく。廣瀬は ドロップ、スマッシュをネット

に引つかける。多谷は点数を重ね、 1ゲーム11-6で先取.
第 2ゲーム始め、前に足が出なくなった廣瀬を多谷は前、後ろと揺さぶリー挙に6-0ま でリー ドす

る。廣瀬も何とか挽回しようとするが、無理な体勢から攻撃をしかけミスを連発、11-1であっさり

多谷が 2ゲームロをとり決勝進出を手にした。

合

号

試

番

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手 氏 名

(県  名・ 学(県  名・学  校  名 ) 校 力 ヽ
口 ′

95 刈   晶
高 岡 龍 谷

,

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
―
―
―
コ

楊
青

．
山森

琳
青

調
森(富  山 田 )

合

号

試

番

選 手 氏 名  ス コ   ア 選 手 氏 名

(県  名 ・ 学(県  名・ 学  校  名 ) 校 名 )

96

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

「
―
―
―
―
コ

多 谷 郁 恵
滋 賀 女 子 )

2 0 廣 瀬 栄理子
(青  森・ 青 森 山 田 )(滋  賀
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
決 勝

女子シングルス決勝は、中国人対決を制し楊議琳の 2年連続決勝進出を阻止した高岡龍谷 1年刑晶

と、学校対抗初優勝の立て役者、滋賀女子多谷郁恵との対戦となった。

第 1ゲーム、多谷のサーブで始まり1-0と 刺がリー ドしたところで刈にサービスフォル トがあり、

やや冷静さを欠きドロップミス等が続き、4-1と 多谷がリー ド。その後、刈がクロスドロップで応戦

し徐々にリズムを取り戻し、要所で刈の持ち味である鋭く重いスマッシュで得点を重ね5-4と 逆転。

連戦で疲れの見えてきた多谷に、力lは巧みなネットプレイとクロス攻撃で中盤を8-4と 一気にリー ド

した。 しかし、多谷もよく粘リクロス ドロップ、クロススマッシュで刺のミスを誘い7-9と 追い上げ

た。最後は、刺の、クリアーから効果的なクロススマッシュで11-7と 先勝した。

第 2ゲーム、序盤は互角に展開、2-2か ら刈がショー トサービスに切り替え、多谷のリズムを崩し

刈の巧みなネットプレーが冴えミスを誘い6-2と リー ド。多谷もクロス攻撃とスピンネットで刺を攻

めサープ権は得るものの得点には結びつかず、終盤、力1の攻守にわたる安定したプレーで多谷の追い

上げを振りきり、11-4で制し初優勝を飾った。

△
ロ
ロ万

試

番

選 手 氏 名

(県  名 。学  校  名 )
ス   コ  ア 選 手

(県

氏 名
名・学 校  名 )

97

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

一　

二

「
―
―
Ｉ
Ｊ

刈   晶
高 岡 龍 谷

2 0多 谷
(滋
郁 恵
賀・滋 賀 女(富  山 子 )
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第51

平成12年度全国高等学校総合体育大会

高松宮・高松宮妃賜杯
全国高等学校バ ドミン トン選手権大会

ランキング
ロ

ランク 子 女 子

学 校 対 抗

関東第一高等学校 滋賀女子高等学校 滋賀県
ワ

一 埼玉栄高等学校 埼玉県 富山県立高岡西高等学校 富山県
＾
６ 柏原高等学校 大阪府 埼玉栄高等学校
「

） 延暦寺学園比叡山高等学校 滋賀県 岐阜県立岐阜商業高等学校
¨
０ 青森山田高等学校 青森県 石川県立金沢向陽高等学校 石川県
¨
Ｏ 香川県立高松商業高等学校 香川県 鶴鳴学園長崎女子高等学校 長崎県
に
Э 常総学院高等学校 茨城県 香川県立香川中央高等学校 香川県
に
Ｄ 富山県立高岡工芸高等学校 九州国際大学付属高等学校 福岡県

個 人 対 抗 ダ ブ ル ス

1
佐藤 翔治・佐々木 翔

(関東第一高等学校 )
東京都

議琳 。廣瀬栄理子

(青森山田高等学校)
青森県

2
νll 志遠・川口 佳介
(富山県立高岡工芸高等学校 )

下野 鈴佳・小椋久美子
(四天王寺高等学校 )

大阪府

3
米 隆夫・平田 典靖
(富山県立高岡工芸高等学校 )

富山県
高橋 晴香・波多野友美

(富士見丘高等学校)
神奈川県

3
新開 裕介・伊藤 博哲

(此花学院高等学校 )
大阪府

加賀 裕美・西村木綿香
(石川県立金沢向陽高等学校)

石川県

川前 直樹・諸多 大輔
(柏原高等学校)

大阪府
赤尾 亜希・服部 麻衣

(昭和女子高等学校 )
大分県

0
慎野 貴行・菊田  学

(常総学院高等学校 )
茨城県

佐伯 知佳 。今井 幸代
(富山県立高岡西高等学校)

富山県

0
早坂 幸平・石田 圭大

(札幌第一高等学校 )
南北海道

広岡まり香・橋本 明奈
(埼玉栄高等学校 )

埼玉県

守田  喬・斎藤 大吾
(九州国際大学付属高等学校)

福岡県
杉山 仁美・陳  暁期F

(本庄第一高等学校 )
埼玉県

個 人 対 抗 シ ン グ ル ス

l
佐 藤 翔 7

(関東第一高等学校)
東京都

力ll 曰曰

(高岡龍谷高等学校 )
富山県

2
佐々木 翔

(関東第一高等学校)
東京都

多 谷 郁 恵

(滋賀女子高等学校 )

3
川 前 直 樹

(柏原高等学校)
大阪府

揚 議 琳
(青森山田高等学校 )

青森県

3
榎 本 良 永

(延暦寺学園比叡山高等学校)
滋賀県

廣 瀬 栄理子
(青森山田高等学校)

青森県

早 坂 幸 平

(札幌第一高等学校 )
南北海道

小 椋 久美子
(四天王寺高等学校 )

大阪府

0
ソ|| 志 遠
(富山県立高岡工芸高等学校 )

富山県
松 田 友 美
(鶴鳴学園長崎女子高等学校 )

長崎県

0
鉦 佳 平

(青森山田高等学校)
青森県

潮 田 玲 子
(九州国際大学付属高等学校 )

福岡県

0
新 開 裕 介

(此花学院高等学校 )
大阪府

平 山   愛
(聖 ウルスラ学院高等学校 )

官城県
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平成 12年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

「切 り開け 岐阜から未来の  1ペ ージ」の大会スローガンのもと 「平成 12年度全国

高等学校総合体育大会 高松官・高松官妃賜杯  第 51回 全国高等学校バ ドミン トン選手

権大会」は、日本列島の中心にあ り、濃尾平野の起点に位置する各務原市において、平成

12年 8月 1日 の総合開会式・種 目別開会式から 8月 6日 の閉会式までを無事に終了する

ことができました。

競技は、各務原市総合体育館を主会場に、各務原高等学校体育館・蘇原中学校体育館・

東海女子大学体育館・東海女子短期大学体育館・岐阜女子商業高等学校体育館で開催 され、

8月 2日 から 8月 6日 までの 5日 間熱戦が繰 り広げられました。

今大会は、予想を超す猛暑の 日が続きましたが、地元岐阜県立岐阜商業高等学校女子が、

学校対抗において、第 3位 (ベス ト4入 り)を 果たすな ど盛 り上がりのあるすばらしい大

会 とな りました。 これ もひ とえに各務原市実行委員会、関係機関、団体の多大なご支援、

ご協力、ご指導のおかげと心より深 く感謝いたしてお ります。また、大会運営に携わって

いただいた県外・県内役員の方々や、高校生
「一人一役」を合い言葉に補助員 として参加

してくださったみなさんの献身的な取 り組みがあったからこそ成果があ りました。本当に

あ りが とうございま した。

また、今大会に参加 した選手の中がら、将来のオ リンピックや国際大会に日本を代表す

る選手 として出てくれることを期待 してお ります。

最後にな りましたが、来年度は
「このとき君が輝き風になる」のスローガンのもと、熊

本県人代市、宮原町、竜北町で行われます、大会愛称
「ひのくに新世紀総体」のご成功を

お祈 り申し上げます とともに、全国高等学校体育連盟バ ドミン トン専門部のますますの発

展 と関係各位のご健勝をお祈 り申し上げ、大会の報告 とさせていただきます。

岐阜県高等学校体育連盟バ ドミン トン専門部

委 員 長        岩 田 甲 司
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